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▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

　
承
認
（
全
員
賛
成
）

　
平
成
28
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
は
、
道
路
改
良
事
業
に

つ
い
て
、
予
算
措
置
に
緊
急
を
要

し
専
決
処
分
を
行
っ
た
た
め
、
議

会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
小
坪
海
岸
ト
ン
ネ

ル
付
近
の
法
面
が
崩
落
し
た
こ
と

に
よ
る
法
面
の
緊
急
工
事
及
び
本

工
事
の
詳
細
設
計
が
必
要
と
な

り
、
協
定
に
基
づ
き
神
奈
川
県
が

行
う
国
道
１
３
４
号
道
路
災
害
防

除
事
業
に
係
る
負
担
金
の
支
出
に

伴
い
、
道
路
改
良
事
業
２
４
１
２

万
８
０
０
０
円
を
増
額
す
る
も
の

で
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
、
繰

越
金
及
び
市
債
を
増
額
し
て
措
置

す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算

現
額
は
１
９
７
億
９
４
２
７
万
８

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

　
承
認
（
全
員
賛
成
）

　
平
成
28
年
９
月
23
日
に
小
坪
５

丁
目
地
内
に
お
い
て
発
生
し
た
市

有
地
の
崖
崩
れ
に
伴
い
、
崩
落
し

た
土
石
に
よ
り
住
宅
及
び
車
両
に

損
害
を
与
え
た
も
の
で
、
損
害
賠

償
額
１
０
５
万
６
２
５
円
で
賠
償

の
相
手
方
と
示
談
が
成
立
し
、
専

決
処
分
を
行
っ
た
た
め
、
議
会
の

承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

　
て
…
原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　
沼
間
５
号
神
武
寺
ト
ン
ネ
ル
拡

幅
工
事
に
つ
い
て
、
設
計
変
更
の

必
要
に
伴
い
、
契
約
金
額
を
１
億

３
２
１
８
万
６
６
０
０
円
増
額

し
、
株
式
会
社
森
本
組
横
浜
営
業

所
と
の
契
約
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
、
変
更
後
の
工
事

請
負
金
額
は
８
億
８
０
３
５
万

６
６
０
０
円
と
な
り
、
工
期
も
延

長
し
、
履
行
期
限
を
平
成
30
年
３

月
30
日
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

▼
調
停
の
申
立
て
等
に
つ
い
て
…

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
沼
間
５
丁
目
市
有
地
の
土
地
明

渡
し
の
調
停
の
申
立
て
並
び
に
調

停
が
不
成
立
等
の
場
合
に
お
け
る

訴
え
を
提
起
す
る
た
め
、
地
方
自

治
法
第
96
条
第
１
項
第
12
号
の
規

定
に
基
づ
き
提
案
す
る
も
の
で

す
。

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管

　
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
…
原
案

　
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
に
当
た

り
、
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

　
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

　
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

　
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

　
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原

　
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　
平
成
29
年
４
月
に
、
神
奈
川
県

在
宅
重
度
障
害
者
等
手
当
支
給
条

例
に
基
づ
く
手
当
の
支
給
に
関
す

る
認
定
申
請
書
に
個
人
番
号
を
記

載
す
る
に
当
た
り
、
改
正
の
必
要

が
あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で

す
。

▼
　
子
市
議
会
議
員
及
び
　
子
市

　
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

　
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可

　
決
（
全
員
賛
成
）

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴
い
、

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
及
び

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
等
の
作
成
の
公

営
に
要
す
る
経
費
に
係
る
限
度
額

に
つ
い
て
、
改
正
の
必
要
が
あ
る

た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原

　
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
失
業

等
給
付
の
内
容
等
が
変
更
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
本
市
一
般
職
員
の
退

職
手
当
に
つ
い
て
改
正
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　
て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
三
輪
以

上
の
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
特
例

措
置
を
延
長
す
る
こ
と
か
ら
、
改

正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提
案
す
る

も
の
で
す
。

▼
福
祉
会
館
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て
…
原
案
否
決
（
賛
成
な

　
し
）

　
福
祉
会
館
の
利
用
区
分
及
び
利

用
料
金
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、

減
免
規
定
を
見
直
す
等
の
改
正
の

必
要
が
あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の

で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

　
正
に
つ
い
て
…
原
案
否
決
（
賛

　
成
少
数
）

　
平
成
29
年
度
に
国
民
健
康
保
険

料
を
改
定
す
る
に
当
た
り
、
応
能

・
応
益
割
合
を
変
更
す
る
と
と
も

に
、
保
険
料
軽
減
割
合
を
変
更
す

る
等
の
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め

提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
教
育
研
究
所
設
置
条
例
の
一
部

　
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可
決

　
（
全
員
賛
成
）

　
平
成
29
年
４
月
の
行
政
組
織
の

改
革
に
伴
い
、
教
育
研
究
所
の
名

称
を
所
掌
事
務
に
即
し
た
わ
か
り

や
す
い
も
の
と
す
る
に
当
た
り
、

改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提
案
す

る
も
の
で
す
。

▼
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
５
号
）…
原
案
可
決
（
全

　
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
平
成
29
年
４

月
の
機
構
改
革
に
伴
う
事
務
室
改

修
工
事
等
の
経
費
と
し
て
庁
舎
整

備
事
業
８
５
５
万
２
０
０
０
円
、

臨
時
福
祉
給
付
金
経
済
対
策
分
の

支
給
事
務
等
に
伴
い
臨
時
福
祉
給

付
金
支
給
事
業
１
億
４
７
７
４
万

７
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

し
、
　
子
小
学
校
区
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
室
改
修
に
伴
い

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業
２

１
４
万
３
０
０
０
円
、
体
験
学
習

施
設
の
防
犯
カ
メ
ラ
増
設
工
事
に

伴
い
体
験
学
習
施
設
整
備
事
業
１

７
０
万
７
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ

計
上
し
、
道
路
補
修
等
業
務
の
不

足
見
込
み
に
伴
い
道
路
補
修
事
業

１
３
０
０
万
円
、
市
立
体
育
館
の

監
視
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
更
新
工
事

に
伴
い
市
立
体
育
館
整
備
事
業
４

７
３
万
１
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
す
る
な
ど
、
歳
出
の
合
計
は

２
億
２
４
８
８
万
４
０
０
０
円
の

増
額
と
な
り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳

入
は
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、
国

庫
支
出
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
及

び
市
債
を
増
額
し
て
措
置
す
る
も

の
で
、
分
担
金
及
び
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
葉
山
町
と
の
ご
み
処
理

連
携
に
お
け
る
燃
や
す
ご
み
の
受

け
入
れ
試
行
に
当
た
り
、
ご
み
処

理
負
担
金
１
２
１
４
万
４
０
０
０

円
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
予
算
現
額
は
２
０
０
億
１

９
１
６
万
２
０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

▼
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
事

　
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

　
号
）
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
一
般
被
保
険

者
高
額
療
養
費
の
不
足
に
伴
い
一

般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
支
給
事

業
７
０
８
０
万
円
、
拠
出
金
額
の

予
定
額
の
増
額
に
伴
い
高
額
医
療

費
共
同
事
業
医
療
費
拠
出
金
１
４

５
８
万
７
０
０
０
円
、
保
険
財
政

共
同
安
定
化
事
業
拠
出
金
１
億
２

３
５
１
万
３
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
す
る
な
ど
、
歳
出
の
合
計

は
２
億
５
１
０
９
万
９
０
０
０
円

の
増
額
と
な
り
、
こ
れ
に
見
合
う

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
、
療
養
給

付
費
等
交
付
金
、
県
支
出
金
、
共

同
事
業
交
付
金
、
繰
入
金
及
び
繰

越
金
を
増
額
し
て
措
置
す
る
も
の

で
、
予
算
現
額
は
７
８
億
６
５
７

４
万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
28
年
度
介
護
保
険
事
業
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
給
付
費
の
不

足
見
込
み
に
伴
い
、
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
等
給
付
事
業
２
７
１
４
万

円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に

見
合
う
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
支
払
基
金
交
付
金
、

繰
入
金
及
び
繰
越
金
を
増
額
し
て

措
置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

予
算
現
額
は
６
４
億
６
８
８
４
万

円
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
28
年
度
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
…

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
平
成
28
年
度

の
下
水
道
事
業
に
か
か
る
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の
中
間
納
付
税

額
の
確
定
に
伴
い
、
使
用
料
等
徴

収
事
務
費
１
４
７
６
万
円
を
増
額

す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
見
合
う
歳

入
は
、
繰
越
金
を
増
額
し
て
措
置

す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算

現
額
は
１
５
億
６
２
１
８
万
１
０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　（（
仮
称
）
療
育
・
教
育
の
総
合

　
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
）

　
平
成
28
年
２
月
25
日
、議
案
第
４

号
を
も
っ
て
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
議
決
を
得
た
（
仮
称
）

療
育
・
教
育
の
総
合
セ
ン
タ
ー
改

修
工
事
に
つ
い
て
、
契
約
金
額
の

変
更
を
伴
わ
な
い
設
計
変
更
及
び

し
ゅ
ん
工
期
限
を
延
長
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
、
専
決
処
分
を
行

っ
た
も
の
で
す
。

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
）

　
平
成
28
年
３
月
17
日
、
沼
間
２

丁
目
の
エ
ル
デ
公
園
内
の
複
合
遊

具
で
発
生
し
た
事
故
に
よ
り
負
傷

し
た
も
の
で
、
損
害
賠
償
額
１
０

万
７
５
１
０
円
で
賠
償
の
相
手
方

と
示
談
が
成
立
し
た
た
め
、
専
決

処
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

議
案
の
審
議
結
果

今
定
例
会
の
概
要

　
平
成
28
年
市
議
会
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
会
し
ま

し
た
が
、
15
日
の
本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
中
の
発
言
及
び
そ
の
後
の
本
会
議
で
の
発
言
を
め
ぐ

り
、
１
名
の
議
員
に
対
し
懲
罰
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
懲
罰
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
懲
罰
を
科
す
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会
で
は
、
工
事

請
負
契
約
の
変
更
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
の
ほ
か
、
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
の
増
額
な
ど
を
内
容
と
す
る
平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
な
ど
市
長
提
出
の
16
議
案
の
ほ
か
、
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
の
議
員
提
出
議
案
１
件
、
陳
情
９
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
議
案
14
件
を
原
案
ど
お

り
承
認
・
可
決
、
２
件
を
否
決
し
、
議
員
提
出
議
案
１
件
を
可
決
、
陳
情
は
５
件
を
了
承
、
２
件
を

不
了
承
、
２
件
を
閉
会
中
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
14
日
、
15
日
、
16
日
の
３
日
間
、

市
政
一
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、
閉
会
中
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳

情
１
件
の
取
下
げ
を
了
承
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案
８
件
、
決
議
案
１
件
を
可
決
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

報

　告

　事

　項

一般会計補正予算など1４議案を可決
福祉会館条例の一部改正など2議案は否決

第４回定例会（12月２日～16日）
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▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

　
承
認
（
全
員
賛
成
）

　
平
成
28
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
は
、
道
路
改
良
事
業
に

つ
い
て
、
予
算
措
置
に
緊
急
を
要

し
専
決
処
分
を
行
っ
た
た
め
、
議

会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
小
坪
海
岸
ト
ン
ネ

ル
付
近
の
法
面
が
崩
落
し
た
こ
と

に
よ
る
法
面
の
緊
急
工
事
及
び
本

工
事
の
詳
細
設
計
が
必
要
と
な

り
、
協
定
に
基
づ
き
神
奈
川
県
が

行
う
国
道
１
３
４
号
道
路
災
害
防

除
事
業
に
係
る
負
担
金
の
支
出
に

伴
い
、
道
路
改
良
事
業
２
４
１
２

万
８
０
０
０
円
を
増
額
す
る
も
の

で
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
、
繰

越
金
及
び
市
債
を
増
額
し
て
措
置

す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算

現
額
は
１
９
７
億
９
４
２
７
万
８

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
…

　
承
認
（
全
員
賛
成
）

　
平
成
28
年
９
月
23
日
に
小
坪
５

丁
目
地
内
に
お
い
て
発
生
し
た
市

有
地
の
崖
崩
れ
に
伴
い
、
崩
落
し

た
土
石
に
よ
り
住
宅
及
び
車
両
に

損
害
を
与
え
た
も
の
で
、
損
害
賠

償
額
１
０
５
万
６
２
５
円
で
賠
償

の
相
手
方
と
示
談
が
成
立
し
、
専

決
処
分
を
行
っ
た
た
め
、
議
会
の

承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

　
て
…
原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　
沼
間
５
号
神
武
寺
ト
ン
ネ
ル
拡

幅
工
事
に
つ
い
て
、
設
計
変
更
の

必
要
に
伴
い
、
契
約
金
額
を
１
億

３
２
１
８
万
６
６
０
０
円
増
額

し
、
株
式
会
社
森
本
組
横
浜
営
業

所
と
の
契
約
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
、
変
更
後
の
工
事

請
負
金
額
は
８
億
８
０
３
５
万

６
６
０
０
円
と
な
り
、
工
期
も
延

長
し
、
履
行
期
限
を
平
成
30
年
３

月
30
日
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

▼
調
停
の
申
立
て
等
に
つ
い
て
…

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
沼
間
５
丁
目
市
有
地
の
土
地
明

渡
し
の
調
停
の
申
立
て
並
び
に
調

停
が
不
成
立
等
の
場
合
に
お
け
る

訴
え
を
提
起
す
る
た
め
、
地
方
自

治
法
第
96
条
第
１
項
第
12
号
の
規

定
に
基
づ
き
提
案
す
る
も
の
で

す
。

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管

　
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
…
原
案

　
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
に
当
た

り
、
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

　
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

　
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

　
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

　
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原

　
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　
平
成
29
年
４
月
に
、
神
奈
川
県

在
宅
重
度
障
害
者
等
手
当
支
給
条

例
に
基
づ
く
手
当
の
支
給
に
関
す

る
認
定
申
請
書
に
個
人
番
号
を
記

載
す
る
に
当
た
り
、
改
正
の
必
要

が
あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で

す
。

▼
　
子
市
議
会
議
員
及
び
　
子
市

　
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

　
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可

　
決
（
全
員
賛
成
）

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴
い
、

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
及
び

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
等
の
作
成
の
公

営
に
要
す
る
経
費
に
係
る
限
度
額

に
つ
い
て
、
改
正
の
必
要
が
あ
る

た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
原

　
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
失
業

等
給
付
の
内
容
等
が
変
更
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
本
市
一
般
職
員
の
退

職
手
当
に
つ
い
て
改
正
の
必
要
が

あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　
て
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
三
輪
以

上
の
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
特
例

措
置
を
延
長
す
る
こ
と
か
ら
、
改

正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提
案
す
る

も
の
で
す
。

▼
福
祉
会
館
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て
…
原
案
否
決
（
賛
成
な

　
し
）

　
福
祉
会
館
の
利
用
区
分
及
び
利

用
料
金
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、

減
免
規
定
を
見
直
す
等
の
改
正
の

必
要
が
あ
る
た
め
提
案
す
る
も
の

で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

　
正
に
つ
い
て
…
原
案
否
決
（
賛

　
成
少
数
）

　
平
成
29
年
度
に
国
民
健
康
保
険

料
を
改
定
す
る
に
当
た
り
、
応
能

・
応
益
割
合
を
変
更
す
る
と
と
も

に
、
保
険
料
軽
減
割
合
を
変
更
す

る
等
の
改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め

提
案
す
る
も
の
で
す
。

▼
教
育
研
究
所
設
置
条
例
の
一
部

　
改
正
に
つ
い
て
…
原
案
可
決

　
（
全
員
賛
成
）

　
平
成
29
年
４
月
の
行
政
組
織
の

改
革
に
伴
い
、
教
育
研
究
所
の
名

称
を
所
掌
事
務
に
即
し
た
わ
か
り

や
す
い
も
の
と
す
る
に
当
た
り
、

改
正
の
必
要
が
あ
る
た
め
提
案
す

る
も
の
で
す
。

▼
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
５
号
）…
原
案
可
決
（
全

　
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
平
成
29
年
４

月
の
機
構
改
革
に
伴
う
事
務
室
改

修
工
事
等
の
経
費
と
し
て
庁
舎
整

備
事
業
８
５
５
万
２
０
０
０
円
、

臨
時
福
祉
給
付
金
経
済
対
策
分
の

支
給
事
務
等
に
伴
い
臨
時
福
祉
給

付
金
支
給
事
業
１
億
４
７
７
４
万

７
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

し
、
　
子
小
学
校
区
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
室
改
修
に
伴
い

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業
２

１
４
万
３
０
０
０
円
、
体
験
学
習

施
設
の
防
犯
カ
メ
ラ
増
設
工
事
に

伴
い
体
験
学
習
施
設
整
備
事
業
１

７
０
万
７
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ

計
上
し
、
道
路
補
修
等
業
務
の
不

足
見
込
み
に
伴
い
道
路
補
修
事
業

１
３
０
０
万
円
、
市
立
体
育
館
の

監
視
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
更
新
工
事

に
伴
い
市
立
体
育
館
整
備
事
業
４

７
３
万
１
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
す
る
な
ど
、
歳
出
の
合
計
は

２
億
２
４
８
８
万
４
０
０
０
円
の

増
額
と
な
り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳

入
は
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、
国

庫
支
出
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
及

び
市
債
を
増
額
し
て
措
置
す
る
も

の
で
、
分
担
金
及
び
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
葉
山
町
と
の
ご
み
処
理

連
携
に
お
け
る
燃
や
す
ご
み
の
受

け
入
れ
試
行
に
当
た
り
、
ご
み
処

理
負
担
金
１
２
１
４
万
４
０
０
０

円
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
予
算
現
額
は
２
０
０
億
１

９
１
６
万
２
０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

▼
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
事

　
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

　
号
）
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
一
般
被
保
険

者
高
額
療
養
費
の
不
足
に
伴
い
一

般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
支
給
事

業
７
０
８
０
万
円
、
拠
出
金
額
の

予
定
額
の
増
額
に
伴
い
高
額
医
療

費
共
同
事
業
医
療
費
拠
出
金
１
４

５
８
万
７
０
０
０
円
、
保
険
財
政

共
同
安
定
化
事
業
拠
出
金
１
億
２

３
５
１
万
３
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
す
る
な
ど
、
歳
出
の
合
計

は
２
億
５
１
０
９
万
９
０
０
０
円

の
増
額
と
な
り
、
こ
れ
に
見
合
う

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
、
療
養
給

付
費
等
交
付
金
、
県
支
出
金
、
共

同
事
業
交
付
金
、
繰
入
金
及
び
繰

越
金
を
増
額
し
て
措
置
す
る
も
の

で
、
予
算
現
額
は
７
８
億
６
５
７

４
万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
28
年
度
介
護
保
険
事
業
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
…
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
給
付
費
の
不

足
見
込
み
に
伴
い
、
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
等
給
付
事
業
２
７
１
４
万

円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に

見
合
う
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、
支
払
基
金
交
付
金
、

繰
入
金
及
び
繰
越
金
を
増
額
し
て

措
置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

予
算
現
額
は
６
４
億
６
８
８
４
万

円
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
28
年
度
下
水
道
事
業
特
別

　
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
…

　
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
今
回
の
補
正
は
、
平
成
28
年
度

の
下
水
道
事
業
に
か
か
る
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
の
中
間
納
付
税

額
の
確
定
に
伴
い
、
使
用
料
等
徴

収
事
務
費
１
４
７
６
万
円
を
増
額

す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
見
合
う
歳

入
は
、
繰
越
金
を
増
額
し
て
措
置

す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算

現
額
は
１
５
億
６
２
１
８
万
１
０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　（（
仮
称
）
療
育
・
教
育
の
総
合

　
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
）

　
平
成
28
年
２
月
25
日
、議
案
第
４

号
を
も
っ
て
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
議
決
を
得
た
（
仮
称
）

療
育
・
教
育
の
総
合
セ
ン
タ
ー
改

修
工
事
に
つ
い
て
、
契
約
金
額
の

変
更
を
伴
わ
な
い
設
計
変
更
及
び

し
ゅ
ん
工
期
限
を
延
長
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
、
専
決
処
分
を
行

っ
た
も
の
で
す
。

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　（
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
）

　
平
成
28
年
３
月
17
日
、
沼
間
２

丁
目
の
エ
ル
デ
公
園
内
の
複
合
遊

具
で
発
生
し
た
事
故
に
よ
り
負
傷

し
た
も
の
で
、
損
害
賠
償
額
１
０

万
７
５
１
０
円
で
賠
償
の
相
手
方

と
示
談
が
成
立
し
た
た
め
、
専
決

処
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

議
案
の
審
議
結
果

今
定
例
会
の
概
要

　
平
成
28
年
市
議
会
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
会
し
ま

し
た
が
、
15
日
の
本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
中
の
発
言
及
び
そ
の
後
の
本
会
議
で
の
発
言
を
め
ぐ

り
、
１
名
の
議
員
に
対
し
懲
罰
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
懲
罰
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
懲
罰
を
科
す
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
回
の
定
例
会
で
は
、
工
事

請
負
契
約
の
変
更
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
者
の
指
定
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
の
ほ
か
、
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業
の
増
額
な
ど
を
内
容
と
す
る
平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
な
ど
市
長
提
出
の
16
議
案
の
ほ
か
、
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
の
議
員
提
出
議
案
１
件
、
陳
情
９
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
議
案
14
件
を
原
案
ど
お

り
承
認
・
可
決
、
２
件
を
否
決
し
、
議
員
提
出
議
案
１
件
を
可
決
、
陳
情
は
５
件
を
了
承
、
２
件
を

不
了
承
、
２
件
を
閉
会
中
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
14
日
、
15
日
、
16
日
の
３
日
間
、

市
政
一
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
他
に
、
閉
会
中
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳

情
１
件
の
取
下
げ
を
了
承
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案
８
件
、
決
議
案
１
件
を
可
決
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

報

　告

　事

　項

一般会計補正予算など1４議案を可決
福祉会館条例の一部改正など2議案は否決

第４回定例会（12月２日～16日）



5 4ず し 市 議 会 だ よ り

▼
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原

　
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
　
子
市
事
務
分
掌
条
例
が
全
部

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
改
正

の
必
要
が
あ
る
た
め
提
案
す
る
も

の
で
す
。

　
12
月
15
日
の
本
会
議（
第
３
日
）

に
お
け
る
松
本
寛
議
員
の
一
般
質

問
で
の
発
言
及
び
そ
の
後
の
本
会

議
で
の
発
言
を
め
ぐ
り
、
同
議
員

に
対
し
髙
谷
清
彦
議
員
ほ
か
５
名

か
ら
懲
罰
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
懲
罰
動
議
の
発
議
に
よ
り
、
懲

罰
特
別
委
員
会
で
審
査
す
る
た

め
、
本
会
議
に
お
い
て
正
副
議
長

及
び
当
事
者
１
名
を
除
く
、
15
名
の

委
員
か
ら
な
る
懲
罰
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
懲
罰
動
議
を
付
託
し

ま
し
た
。
同
特
別
委
員
会
は
、
直

ち
に
正
副
委
員
長
の
互
選
を
行

い
、
指
名
推
選
に
よ
り
、
委
員
長

に
眞
下
政
次
委
員
、
副
委
員
長
に

髙
野
毅
委
員
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
付
託
案
件

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
松
本
議
員
に
対
す
る
懲
罰

に
つ
い
て
、
陳
謝
の
懲
罰
を
科
す

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
翌
日
開
会
し
た
本
会
議
（
第
４

日
）
に
お
い
て
、
眞
下
政
次
委
員

長
か
ら
審
査
の
経
過
と
結
果
の
報

告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
に
よ
り
、
松
本
議
員
に
対
し

て
陳
謝
の
懲
罰
を
科
す
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
松
本
議
員
の
一
般
質
問

の
質
問
事
項
は
、
神
武
寺
ト
ン
ネ

ル
、
県
道
24
号
渋
滞
対
策
、
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
奥
市
有
地
の
侵
奪
行
為
、

防
災
対
策
及
び
池
子
接
収
地
に
つ

い
て
で
し
た
が
、
12
月
15
日
の
議
会

運
営
委
員
会
で
、
理
事
者
側
の
答

弁
は
行
わ
ず
、
一
般
質
問
を
打
ち

切
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

▼
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の   

　
実
現
と
夜
勤
交
代
制
労
働
の
改

　
善
に
つ
い
て
、
国
へ
の
意
見
書

　
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
神
奈
川
県
医
療
労
働
組
合
連
合

会
執
行
委
員
長
　
古
岡
孝
広
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
安
全

・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
に

向
け
、
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境

の
改
善
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に

し
、
医
療
提
供
体
制
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
①
医
師
、
看
護
師
等
の

夜
勤
交
代
制
労
働
に
お
け
る
労
働

環
境
に
つ
い
て
、
１
日
８
時
間
以

内
を
基
本
に
、
労
働
時
間
の
上
限

規
制
や
勤
務
間
隔
の
イ
ン
タ
ー
バ

ル
確
保
、
夜
勤
回
数
制
限
等
の
規

制
を
設
け
る
こ
と
。
更
に
夜
勤
交

代
制
労
働
者
の
労
働
時
間
を
短
縮

し
、
介
護
施
設
等
の
一
人
夜
勤
を

早
期
に
解
消
す
る
こ
と
。
②
医

師
・
看
護
師
等
を
増
員
す
る
こ

と
。
③
患
者
・
利
用
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
。
④
費
用
削
減
を

目
的
と
し
た
病
床
削
減
は
行
わ

ず
、
地
域
医
療
に
必
要
な
病
床
機

能
を
確
保
す
る
こ
と
。
以
上
の
と

お
り
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
よ

う
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
介
護
従
事
者
の
勤
務
環
境
改
善

　
及
び
処
遇
改
善
の
実
現
に
つ
い

　
て
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め

　
る
陳
情

　
神
奈
川
県
医
療
労
働
組
合
連
合

会
執
行
委
員
長
　
古
岡
孝
広
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
介
護

従
事
者
の
人
材
確
保
・
離
職
防
止

は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

国
の
責
任
で
実
質
的
な
対
策
と
安

全
・
安
心
の
介
護
体
制
の
確
立
を

実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た

め
①
介
護
職
員
を
は
じ
め
と
す
る

介
護
現
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者

の
処
遇
改
善
を
図
る
こ
と
。
②
介

護
保
険
施
設
の
人
員
配
置
基
準
を

利
用
者
２
人
に
対
し
て
介
護
職
員

１
人
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

夜
間
の
人
員
配
置
を
改
善
す
る
こ

と
。
③
　

①
②
の
項
目
の
実
現
を

図
る
た
め
、
介
護
報
酬
の
大
幅
な

引
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
処
遇

改
善
に
つ
い
て
の
費
用
は
国
費
で

賄
う
こ
と
。
以
上
の
と
お
り
、
国
に

意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

閉
会
中
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

▼
「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企

　
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

　
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

　
神
奈
川
県
労
働
組
合
総
連
合
議

長
　
福
田
裕
行
さ
ん
か
ら
提
出
さ

れ
た
も
の
で
、
最
低
賃
金
の
地
域

格
差
の
是
正
と
大
幅
な
引
上
げ
及

び
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
実

現
す
る
た
め
、
国
に
対
し
て
意
見

書
を
提
出
す
る
よ
う
切
望
す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
人
間
ら
し
い
生
活
の
保
障
を
求

　
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

　
陳
情

　
神
奈
川
県
生
活
と
健
康
を
守
る

会
連
合
会
会
長
　
市
木
眞
二
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
２
０

１
３
年
か
ら
２
０
１
５
年
に
か

け
、
生
活
保
護
基
準
費
が
引
き
下

げ
ら
れ
、
生
活
保
護
利
用
者
は
厳

し
い
生
活
に
追
い
込
ま
れ
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
子
供
が
い
る
世

帯
へ
の
切
下
げ
幅
が
大
き
く
、
影

響
は
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
国
は
国
民
全
て
に
人
間
ら
し

い
生
活
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
た

め
、
①
テ
レ
ビ
の
設
置
を
一
時
扶

助
の
項
目
に
入
れ
る
こ
と
。
②
生

活
保
護
利
用
者
援
護
の
た
め
、
夏

季
及
び
年
末
の
福
祉
手
当
を
国
の

制
度
と
し
て
創
設
す
る
こ
と
。
③

母
子
加
算
を
は
じ
め
と
す
る
加

算
、
扶
助
費
等
の
見
直
し
を
や

め
、
生
活
保
護
基
準
費
を
削
減
前

に
戻
す
こ
と
。
以
上
の
と
お
り
、

国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
切

望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し

た
。

▼
「
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で
き

　
る
年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る

　
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳

　
情

　
全
日
本
年
金
者
組
合
神
奈
川
県

本
部
委
員
長
　
土
志
田
公
佳
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
次
の

と
お
り
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で

き
る
年
金
制
度
の
実
現
を
図
る
た

め
、
①
年
金
の
隔
月
支
給
を
国
際

水
準
並
み
に
毎
月
支
給
に
改
め
る

こ
と
。
②
年
金
を
毎
年
引
き
下
げ

る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
廃
止

す
る
こ
と
。
③
全
額
国
庫
負
担
の

最
低
保
障
年
金
制
度
を
早
期
に
実

現
す
る
こ
と
。
④
年
金
支
給
開
始

年
齢
は
こ
れ
以
上
引
き
上
げ
な
い

こ
と
。
⑤
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
に
対
し
株
式

投
資
を
や
め
安
定
的
な
運
用
を
す

る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。
以
上
の

と
お
り
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す

る
よ
う
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の

で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し

た
。

▼
小
中
学
校
に
お
け
る
交
通
費
に

　
関
す
る
陳
情

　
工
藤
朝
道
さ
ん
外
２
８
５
名
か

ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
市
立
小

中
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
に
お

い
て
、
徒
歩
圏
内
に
小
中
学
校
が

な
い
こ
と
か
ら
一
部
の
児
童
・
生

徒
に
交
通
費
の
自
己
負
担
が
発
生

し
て
い
る
。
義
務
教
育
に
お
け
る

住
所
地
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
格

差
解
消
の
た
め
、
通
学
費
の
負
担

が
発
生
し
て
い
る
通
学
者
に
対

し
、
定
期
券
を
支
給
す
る
等
、
交

通
費
の
公
費
負
担
を
切
望
す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
国
に
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め

　
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

　
情

　
神
奈
川
私
学
助
成
を
す
す
め
る

会
代
表
　
長
谷
川
正
利
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
私
学
に
通

う
生
徒
・
保
護
者
の
学
費
負
担
の

軽
減
と
私
学
教
育
本
来
の
よ
さ
を

一
層
発
揮
さ
せ
る
教
育
条
件
の
維

持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
私
立
高

校
生
へ
の
就
学
支
援
金
制
度
と
私

学
へ
の
経
常
費
助
成
補
助
の
大
幅

拡
充
は
、
強
く
求
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
憲
法
、
教
育
基
本

法
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念

に
基
づ
き
、
公
私
の
学
費
格
差
を

更
に
改
善
し
、
全
て
の
子
供
た
ち

に
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、

私
学
助
成
の
一
層
の
充
実
を
図
る

よ
う
、
国
に
対
し
て
意
見
書
を
提

提
出
さ
れ
た
陳
情
の

要
旨
・
審
査
結
果

出
す
る
よ
う
切
望
す
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
神
奈
川
県
に
私
学
助
成
の
拡
充

　
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

　
め
る
陳
情
　

　
神
奈
川
私
学
助
成
を
す
す
め
る

会
代
表
　
長
谷
川
正
利
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
神
奈
川
県

の
私
立
学
校
の
生
徒
一
人
当
た
り

の
経
常
費
補
助
は
国
基
準
以
下
で

あ
り
、
全
て
の
校
種
で
全
国
最
下

位
水
準
で
あ
る
。
ま
た
、
高
学
費

が
原
因
で
私
立
高
等
学
校
を
選
択

で
き
ず
、
公
立
中
学
校
卒
業
生
の

全
日
制
高
校
進
学
率
に
お
い
て
も

高
い
と
は
言
え
な
い
水
準
が
続
い

て
い
る
。
県
に
お
い
て
は
、
私
学

助
成
の
抜
本
的
な
改
善
に
よ
っ

て
、
私
学
経
営
の
安
定
化
を
図

り
、
保
護
者
の
学
費
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
が
急
務
と
考
え
る
。
県

知
事
に
対
し
て
、
憲
法
、
教
育
基

本
法
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理

念
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
予
算

に
お
い
て
私
学
助
成
の
拡
充
を
図

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

す
る
よ
う
切
望
す
る
、
と
い
う
も

の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
小
規
模
な
防
災
倉
庫
の
建
築
確

　
認
申
請
の
不
要
化
等
に
つ
い
て

　
の
陳
情

　
沼
間
三
丁
目
自
治
会
会
長
　
永

瀬
壽
重
さ
ん
外
５
団
体
か
ら
提
出

さ
れ
た
も
の
で
、
自
治
会
所
有
の

防
災
倉
庫
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

既
製
品
倉
庫
の
費
用
の
ほ
か
に
建

築
確
認
申
請
に
係
る
設
計
手
数
料

と
一
般
建
築
と
同
等
の
強
度
が
求

め
ら
れ
る
基
礎
工
事
費
が
か
か

り
、
地
域
の
防
災
環
境
充
実
の
金

銭
的
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
同
じ
神
奈
川
県
内
で
も
地
域

に
よ
っ
て
、
面
積
に
よ
る
建
築
確

認
申
請
の
要
否
や
基
礎
構
造
の
在

り
方
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
自
治
会
が
所
有
し
管
理
す
る

面
積
10
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
防

災
倉
庫
に
つ
い
て
、
県
へ
の
建
築

確
認
申
請
を
不
要
と
し
、
必
要
最

小
限
の
基
礎
構
造
の
基
準
策
定
に

よ
り
設
置
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
地
域
に
防

災
倉
庫
が
設
置
で
き
る
よ
う
に
誘

導
す
る
施
策
の
策
定
を
求
め
る
意

見
書
を
、
県
に
対
し
て
提
出
す
る

よ
う
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
閉
会

中
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

市議会第４回定例会日程概要
議会運営委員会（議事日程等協議）
本会議（第1日）会期を12月16日までの15日間と決定、
一部議案の採決、議案等委員会付託、総合的病院に関す
る特別委員会設置、同委員選任　全員協議会（議会運営
委員会決定事項報告、市長報告、行政委員会等報告）
総合的病院に関する特別委員会（正副委員長の互選）
教育民生常任委員会（議案・陳情の審査・採決）
総務常任委員会（議案・陳情の審査・採決）
基地対策特別委員会（調査)
総合的病院に関する特別委員会（調査)
議会運営委員会（追加案件協議）
本会議（第２日）議案の委員長報告・採決、陳情審査の
結果報告、一般質問
本会議（第３日）一般質問、懲罰特別委員会設置等及び
懲罰動議の件付託　議会運営委員会（日程追加協議）
懲罰特別委員会（懲罰動議の件の審査・採決）
本会議（第４日）委員長報告・採決、一般質問、意見書
案・決議案の採決等　議会運営委員会（追加案件協議）

11月29日
12月 2日

5日
6日
7日

13日
14日

15日

16日

平成29年 3月１日　　第１３６号平成29年 3月１日　　

議
員
提
出
議
案
の

審

議

結

果

懲
罰
動
議
の

審

査

結

果
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▼
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原

　
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　
　
子
市
事
務
分
掌
条
例
が
全
部

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
改
正

の
必
要
が
あ
る
た
め
提
案
す
る
も

の
で
す
。

　
12
月
15
日
の
本
会
議（
第
３
日
）

に
お
け
る
松
本
寛
議
員
の
一
般
質

問
で
の
発
言
及
び
そ
の
後
の
本
会

議
で
の
発
言
を
め
ぐ
り
、
同
議
員

に
対
し
髙
谷
清
彦
議
員
ほ
か
５
名

か
ら
懲
罰
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
懲
罰
動
議
の
発
議
に
よ
り
、
懲

罰
特
別
委
員
会
で
審
査
す
る
た

め
、
本
会
議
に
お
い
て
正
副
議
長

及
び
当
事
者
１
名
を
除
く
、
15
名
の

委
員
か
ら
な
る
懲
罰
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
懲
罰
動
議
を
付
託
し

ま
し
た
。
同
特
別
委
員
会
は
、
直

ち
に
正
副
委
員
長
の
互
選
を
行

い
、
指
名
推
選
に
よ
り
、
委
員
長

に
眞
下
政
次
委
員
、
副
委
員
長
に

髙
野
毅
委
員
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
付
託
案
件

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
松
本
議
員
に
対
す
る
懲
罰

に
つ
い
て
、
陳
謝
の
懲
罰
を
科
す

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
翌
日
開
会
し
た
本
会
議
（
第
４

日
）
に
お
い
て
、
眞
下
政
次
委
員

長
か
ら
審
査
の
経
過
と
結
果
の
報

告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
に
よ
り
、
松
本
議
員
に
対
し

て
陳
謝
の
懲
罰
を
科
す
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
松
本
議
員
の
一
般
質
問

の
質
問
事
項
は
、
神
武
寺
ト
ン
ネ

ル
、
県
道
24
号
渋
滞
対
策
、
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
奥
市
有
地
の
侵
奪
行
為
、

防
災
対
策
及
び
池
子
接
収
地
に
つ

い
て
で
し
た
が
、
12
月
15
日
の
議
会

運
営
委
員
会
で
、
理
事
者
側
の
答

弁
は
行
わ
ず
、
一
般
質
問
を
打
ち

切
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

▼
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の   

　
実
現
と
夜
勤
交
代
制
労
働
の
改

　
善
に
つ
い
て
、
国
へ
の
意
見
書

　
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
神
奈
川
県
医
療
労
働
組
合
連
合

会
執
行
委
員
長
　
古
岡
孝
広
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
安
全

・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
に

向
け
、
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境

の
改
善
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に

し
、
医
療
提
供
体
制
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
①
医
師
、
看
護
師
等
の

夜
勤
交
代
制
労
働
に
お
け
る
労
働

環
境
に
つ
い
て
、
１
日
８
時
間
以

内
を
基
本
に
、
労
働
時
間
の
上
限

規
制
や
勤
務
間
隔
の
イ
ン
タ
ー
バ

ル
確
保
、
夜
勤
回
数
制
限
等
の
規

制
を
設
け
る
こ
と
。
更
に
夜
勤
交

代
制
労
働
者
の
労
働
時
間
を
短
縮

し
、
介
護
施
設
等
の
一
人
夜
勤
を

早
期
に
解
消
す
る
こ
と
。
②
医

師
・
看
護
師
等
を
増
員
す
る
こ

と
。
③
患
者
・
利
用
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
こ
と
。
④
費
用
削
減
を

目
的
と
し
た
病
床
削
減
は
行
わ

ず
、
地
域
医
療
に
必
要
な
病
床
機

能
を
確
保
す
る
こ
と
。
以
上
の
と

お
り
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
よ

う
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
介
護
従
事
者
の
勤
務
環
境
改
善

　
及
び
処
遇
改
善
の
実
現
に
つ
い

　
て
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め

　
る
陳
情

　
神
奈
川
県
医
療
労
働
組
合
連
合

会
執
行
委
員
長
　
古
岡
孝
広
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
介
護

従
事
者
の
人
材
確
保
・
離
職
防
止

は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

国
の
責
任
で
実
質
的
な
対
策
と
安

全
・
安
心
の
介
護
体
制
の
確
立
を

実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た

め
①
介
護
職
員
を
は
じ
め
と
す
る

介
護
現
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者

の
処
遇
改
善
を
図
る
こ
と
。
②
介

護
保
険
施
設
の
人
員
配
置
基
準
を

利
用
者
２
人
に
対
し
て
介
護
職
員

１
人
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

夜
間
の
人
員
配
置
を
改
善
す
る
こ

と
。
③
　

①
②
の
項
目
の
実
現
を

図
る
た
め
、
介
護
報
酬
の
大
幅
な

引
上
げ
を
行
う
と
と
も
に
、
処
遇

改
善
に
つ
い
て
の
費
用
は
国
費
で

賄
う
こ
と
。
以
上
の
と
お
り
、
国
に

意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

閉
会
中
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

▼
「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企

　
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

　
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

　
神
奈
川
県
労
働
組
合
総
連
合
議

長
　
福
田
裕
行
さ
ん
か
ら
提
出
さ

れ
た
も
の
で
、
最
低
賃
金
の
地
域

格
差
の
是
正
と
大
幅
な
引
上
げ
及

び
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
実

現
す
る
た
め
、
国
に
対
し
て
意
見

書
を
提
出
す
る
よ
う
切
望
す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
賛
成

多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
人
間
ら
し
い
生
活
の
保
障
を
求

　
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

　
陳
情

　
神
奈
川
県
生
活
と
健
康
を
守
る

会
連
合
会
会
長
　
市
木
眞
二
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
２
０

１
３
年
か
ら
２
０
１
５
年
に
か

け
、
生
活
保
護
基
準
費
が
引
き
下

げ
ら
れ
、
生
活
保
護
利
用
者
は
厳

し
い
生
活
に
追
い
込
ま
れ
て
い

る
。
と
り
わ
け
、
子
供
が
い
る
世

帯
へ
の
切
下
げ
幅
が
大
き
く
、
影

響
は
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
国
は
国
民
全
て
に
人
間
ら
し

い
生
活
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
た

め
、
①
テ
レ
ビ
の
設
置
を
一
時
扶

助
の
項
目
に
入
れ
る
こ
と
。
②
生

活
保
護
利
用
者
援
護
の
た
め
、
夏

季
及
び
年
末
の
福
祉
手
当
を
国
の

制
度
と
し
て
創
設
す
る
こ
と
。
③

母
子
加
算
を
は
じ
め
と
す
る
加

算
、
扶
助
費
等
の
見
直
し
を
や

め
、
生
活
保
護
基
準
費
を
削
減
前

に
戻
す
こ
と
。
以
上
の
と
お
り
、

国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
切

望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し

た
。

▼
「
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で
き

　
る
年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る

　
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳

　
情

　
全
日
本
年
金
者
組
合
神
奈
川
県

本
部
委
員
長
　
土
志
田
公
佳
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
次
の

と
お
り
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で

き
る
年
金
制
度
の
実
現
を
図
る
た

め
、
①
年
金
の
隔
月
支
給
を
国
際

水
準
並
み
に
毎
月
支
給
に
改
め
る

こ
と
。
②
年
金
を
毎
年
引
き
下
げ

る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
廃
止

す
る
こ
と
。
③
全
額
国
庫
負
担
の

最
低
保
障
年
金
制
度
を
早
期
に
実

現
す
る
こ
と
。
④
年
金
支
給
開
始

年
齢
は
こ
れ
以
上
引
き
上
げ
な
い

こ
と
。
⑤
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
に
対
し
株
式

投
資
を
や
め
安
定
的
な
運
用
を
す

る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。
以
上
の

と
お
り
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す

る
よ
う
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の

で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し

た
。

▼
小
中
学
校
に
お
け
る
交
通
費
に

　
関
す
る
陳
情

　
工
藤
朝
道
さ
ん
外
２
８
５
名
か

ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
市
立
小

中
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
に
お

い
て
、
徒
歩
圏
内
に
小
中
学
校
が

な
い
こ
と
か
ら
一
部
の
児
童
・
生

徒
に
交
通
費
の
自
己
負
担
が
発
生

し
て
い
る
。
義
務
教
育
に
お
け
る

住
所
地
に
よ
る
経
済
的
負
担
の
格

差
解
消
の
た
め
、
通
学
費
の
負
担

が
発
生
し
て
い
る
通
学
者
に
対

し
、
定
期
券
を
支
給
す
る
等
、
交

通
費
の
公
費
負
担
を
切
望
す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
国
に
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め

　
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

　
情

　
神
奈
川
私
学
助
成
を
す
す
め
る

会
代
表
　
長
谷
川
正
利
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
私
学
に
通

う
生
徒
・
保
護
者
の
学
費
負
担
の

軽
減
と
私
学
教
育
本
来
の
よ
さ
を

一
層
発
揮
さ
せ
る
教
育
条
件
の
維

持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
私
立
高

校
生
へ
の
就
学
支
援
金
制
度
と
私

学
へ
の
経
常
費
助
成
補
助
の
大
幅

拡
充
は
、
強
く
求
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
憲
法
、
教
育
基
本

法
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念

に
基
づ
き
、
公
私
の
学
費
格
差
を

更
に
改
善
し
、
全
て
の
子
供
た
ち

に
学
ぶ
権
利
を
保
障
す
る
た
め
、

私
学
助
成
の
一
層
の
充
実
を
図
る

よ
う
、
国
に
対
し
て
意
見
書
を
提

提
出
さ
れ
た
陳
情
の

要
旨
・
審
査
結
果

出
す
る
よ
う
切
望
す
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
神
奈
川
県
に
私
学
助
成
の
拡
充

　
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

　
め
る
陳
情
　

　
神
奈
川
私
学
助
成
を
す
す
め
る

会
代
表
　
長
谷
川
正
利
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
神
奈
川
県

の
私
立
学
校
の
生
徒
一
人
当
た
り

の
経
常
費
補
助
は
国
基
準
以
下
で

あ
り
、
全
て
の
校
種
で
全
国
最
下

位
水
準
で
あ
る
。
ま
た
、
高
学
費

が
原
因
で
私
立
高
等
学
校
を
選
択

で
き
ず
、
公
立
中
学
校
卒
業
生
の

全
日
制
高
校
進
学
率
に
お
い
て
も

高
い
と
は
言
え
な
い
水
準
が
続
い

て
い
る
。
県
に
お
い
て
は
、
私
学

助
成
の
抜
本
的
な
改
善
に
よ
っ

て
、
私
学
経
営
の
安
定
化
を
図

り
、
保
護
者
の
学
費
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
が
急
務
と
考
え
る
。
県

知
事
に
対
し
て
、
憲
法
、
教
育
基

本
法
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理

念
に
基
づ
き
、
平
成
29
年
度
予
算

に
お
い
て
私
学
助
成
の
拡
充
を
図

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

す
る
よ
う
切
望
す
る
、
と
い
う
も

の
で
す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
小
規
模
な
防
災
倉
庫
の
建
築
確

　
認
申
請
の
不
要
化
等
に
つ
い
て

　
の
陳
情

　
沼
間
三
丁
目
自
治
会
会
長
　
永

瀬
壽
重
さ
ん
外
５
団
体
か
ら
提
出

さ
れ
た
も
の
で
、
自
治
会
所
有
の

防
災
倉
庫
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

既
製
品
倉
庫
の
費
用
の
ほ
か
に
建

築
確
認
申
請
に
係
る
設
計
手
数
料

と
一
般
建
築
と
同
等
の
強
度
が
求

め
ら
れ
る
基
礎
工
事
費
が
か
か

り
、
地
域
の
防
災
環
境
充
実
の
金

銭
的
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
同
じ
神
奈
川
県
内
で
も
地
域

に
よ
っ
て
、
面
積
に
よ
る
建
築
確

認
申
請
の
要
否
や
基
礎
構
造
の
在

り
方
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
自
治
会
が
所
有
し
管
理
す
る

面
積
10
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
防

災
倉
庫
に
つ
い
て
、
県
へ
の
建
築

確
認
申
請
を
不
要
と
し
、
必
要
最

小
限
の
基
礎
構
造
の
基
準
策
定
に

よ
り
設
置
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
地
域
に
防

災
倉
庫
が
設
置
で
き
る
よ
う
に
誘

導
す
る
施
策
の
策
定
を
求
め
る
意

見
書
を
、
県
に
対
し
て
提
出
す
る

よ
う
切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で

す
。

　
こ
の
陳
情
は
、
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、
閉
会

中
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

市議会第４回定例会日程概要
議会運営委員会（議事日程等協議）
本会議（第1日）会期を12月16日までの15日間と決定、
一部議案の採決、議案等委員会付託、総合的病院に関す
る特別委員会設置、同委員選任　全員協議会（議会運営
委員会決定事項報告、市長報告、行政委員会等報告）
総合的病院に関する特別委員会（正副委員長の互選）
教育民生常任委員会（議案・陳情の審査・採決）
総務常任委員会（議案・陳情の審査・採決）
基地対策特別委員会（調査)
総合的病院に関する特別委員会（調査)
議会運営委員会（追加案件協議）
本会議（第２日）議案の委員長報告・採決、陳情審査の
結果報告、一般質問
本会議（第３日）一般質問、懲罰特別委員会設置等及び
懲罰動議の件付託　議会運営委員会（日程追加協議）
懲罰特別委員会（懲罰動議の件の審査・採決）
本会議（第４日）委員長報告・採決、一般質問、意見書
案・決議案の採決等　議会運営委員会（追加案件協議）

11月29日
12月 2日

5日
6日
7日

13日
14日

15日

16日

平成29年 3月１日　　平成29年 3月１日　　第１３６号

議
員
提
出
議
案
の

審

議

結

果

懲
罰
動
議
の

審

査

結

果
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一
般
質
問
の
要
旨

！

ト
に
よ
る
交
流
人
口
が
増
え

商
店
街
で
買
い
物
や
飲
食
を

す
る
こ
と
で
、
商
業
の
活
性

化
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
今

後
も
効
果
を
見
極
め
な
が
ら

様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
く
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
決
定

プ
ロ
セ
ス
は
謎
だ
ら
け
！？

問
　
豊
洲
市
場
問
題
は
必
要

な
議
事
録
が
な
く
、
公
文
書

の
作
成
が
適
正
な
行
政
運
営

に
直
結
す
る
。
本
市
の
過
去

の
事
業
査
定
で
、
市
民
協
働

事
業
提
案
制
度
の
査
定
結
果

が
「
事
業
の
必
要
性
確
認
、

予
算
査
定
へ
」
と
な
っ
て
い

る
事
業
が
存
在
す
る
。
意
思

決
定
は
適
正
で
あ
る
の
か
。

経
営
企
画
部
長
　
事
業
査
定

は
市
長
が
行
う
査
定
で
会
議

で
は
な
い
の
で
、
議
事
録
は

な
い
。
事
前
に
所
管
か
ら
提

出
さ
れ
た
事
業
の
必
要
性
、

関
係
法
令
、
課
題
等
に
つ
い

て
市
長
が
必
要
な
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
を
行
い
、
一
定
の
方
向

性
を
見
出
し
て
い
く
。

補
助
金
に
甘
え
ず 

地
域
活
性
化
の
検
証
を
！！

問
　
ナ
イ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
事
業

は
、
地
域
創
生
加
速
化
交
付

金
の
活
用
に
よ
り
、
２
度
の

期
間
実
施
し
た
。
地
域
活
性

化
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
。
ブ
ラ
ン
ド

知
名
度
や
認
知
度
の
向
上
だ

け
で
な
く
、
経
済
的
な
純
増

を
目
的
と
す
る
こ
と
が
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

市
長
　
経
済
的
な
効
果
の
算

定
は
難
し
い
が
、
各
イ
ベ
ン

米
軍
機
飛
行
に
関
す
る

要
望
に
回
答
を
求
め
よ 

問
　
米
軍
機
は
航
空
法
の
適

用
を
受
け
な
い
と
一
般
的
に

解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
実

際
、
原
子
力
空
母
が
横
須
賀

基
地
に
入
港
す
る
と
、
米
軍

機
の
飛
来
が
　
子
上
空
で
目

視
で
き
る
。
米
軍
機
飛
行
の

安
全
性
、
騒
音
に
お
け
る
生

活
上
の
基
地
問
題
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。

市
長
　
米
軍
機
の
飛
行
に
関

し
て
は
、
運
用
の
詳
細
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
本

市
も
加
盟
す
る
神
奈
川
県
基

地
関
係
県
市
連
絡
協
議
会
か

ら
国
に
対
し
て
飛
行
に
関
す

る
安
全
の
確
保
、
更
に
は
日

常
的
な
航
空
騒
音
等
の
軽
減

の
観
点
か
ら
継
続
し
て
要
望

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

※
こ
の
他
に
、
住
民
自
治
協

議
会
、
発
達
障
が
い
児
の
県

立
高
校
受
験
の
際
の
配
慮
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

地方創生の一つ　逗子海岸NIGHT WAVE

海
岸
ナ
イ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
は
、
地
域

経
済
の
純
増
に
つ
な
が
る
か
？

　

展
望
逗
子
　 根
本
　祥
子
　議
員

！！

被
害
者
及
び
加
害
者
に
つ
い

て
の
対
策
や
家
に
引
き
こ
も

り
に
な
っ
た
子
ど
も
の
支
援

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

教
育
部
長
　
早
期
発
見
、
対

応
が
重
要
で
あ
り
、
チ
ー
ム

を
組
み
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
の
専
門
家
や
児
童
相

談
所
等
の
外
部
の
専
門
機
関

と
も
連
携
し
対
応
し
て
い

る
。加
害
者
側
へ
の
対
応
は
、

保
護
者
と
の
連
携
を
図
り
、

背
景
も
探
り
な
が
ら
支
援
を

行
い
、
学
習
支
援
は
、
子
ど

林
間
学
校
等
学
校
行
事

は
公
費
負
担
と
す
べ
き

問
　
毎
年
実
施
し
て
い
る
林

間
学
校
に
行
く
バ
ス
代
が
来

年
度
か
ら
は
、
全
額
保
護
者

負
担
で
の
計
画
を
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
こ
れ
で
は
子
育

て
支
援
策
の
後
退
で
あ
る
。

是
非
公
費
負
担
で
実
施
し
て

も
ら
い
た
い
。

市
長
　
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
、
学
校
教
育
に
は
、
施
設

や
設
備
等
の
充
実
を
今
後
も

図
っ
て
い
く
。

教
育
長
　
公
費
で
は
、
入
札

が
必
要
で
あ
り
、
５
月
の
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
で
の
自
然
教
室

の
時
期
に
手
配
が
間
に
合
わ

な
い
。
一
年
程
前
に
予
約
を

確
実
に
す
る
た
め
、
保
護
者

負
担
が
有
効
で
あ
る
。

学
校
だ
け
で
は
な
く
、

多
様
な
学
び
の
場
を
　

問
　
本
市
に
お
け
る
い
じ
め

認
知
件
数
、
不
登
校
児
童
生

徒
数
も
増
加
傾
向
で
あ
り
、

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
、

も
と
面
談
し
適
応
指
導
教
室

を
中
心
に
対
応
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
証

自
主
返
納
を
サ
ポ
ー
ト

問
　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

交
通
事
故
は
増
加
傾
向
で
あ

り
、
免
許
の
自
主
返
納
を
促

す
支
援
策
が
必
要
で
あ
る
。

高
齢
者
の
足
の
確
保
と
し
て

公
共
交
通
の
拡
充
要
望
が
高

い
地
域
も
あ
り
、
ミ
ニ
バ
ス

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

市
長
　
現
在
は
、
取
り
組
み

は
し
て
い
な
い
が
、
高
齢
者

対
象
の
交
通
安
全
教
室
等
の

啓
発
活
動
で
、
申
請
に
よ
る

県
内
企
業
の
割
引
な
ど
の
利

用
に
つ
い
て
、
周
知
の
検
討

を
し
て
い
く
。
ミ
ニ
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
住
民
自
治
協
議

会
等
で
も
検
討
し
て
お
り
、

協
力
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
子
育
て
支
援
策

の
中
学
校
給
食
及
び
制
服
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

お
金
の
か
か
ら
な
い
義
務
教
育
を

教
育
費
は
未
来
へ
の
投
資
！

市
政
ク
ラ
ブ
　長
島
　有
里
　議
員

適
応
指
導
教
室「
な
ぎ
さ
」

保
険
料
値
上
げ
は
否
決

財
政
計
画
見
直
し
を
！！　

問
　
行
財
政
改
革
で
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
等
の
使
用
料
値

上
げ
、
指
定
管
理
の
推
進
な

ど
進
め
た
が
国
民
健
康
保
険

の
繰
入
金
が
６
億
円
を
超
え

る
な
ど
財
政
状
況
は
依
然
厳

し
い
。
医
療
・
介
護
に
力
を

入
れ
る
こ
と
が
財
政
改
革
と

考
え
る
が
、
財
政
計
画
に
医

療
費
の
適
正
化
な
ど
本
格
的

に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

市
長
　
医
療
費
の
適
正
化
を

し
っ
か
り
と
や
る
べ
き
だ
と

の
認
識
は
あ
る
。
他
市
の
事

例
等
を
研
究
す
る
中
で
本
市

の
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
と
し

て
目
標
を
明
確
に
し
関
係
機

関
と
も
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。

不
登
校
の
子
ど
も
の
受

け
皿
に
民
間
と
連
携
を

問
　
今
年
７
月
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
や
夜
間
中
学
な
ど
、

多
様
な
学
び
の
場
づ
く
り
を

進
め
る
教
育
機
会
確
保
法
が

成
立
し
た
。
そ
の
中
で
不
登

校
の
子
ど
も
に
対
し
て
、
休

養
の
必
要
性
を
踏
ま
え
民
間

団
体
と
連
携
し
て
相
談
体
制

を
整
え
る
こ
と
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
今
後
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長
　
神
奈
川
県
で
は
、

既
に
民
間
の
団
体
と
教
育
委

員
会
、
学
校
の
間
で
学
校
・

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
連
絡
協

議
会
を
設
置
し
て
い
る
。
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
不
登
校

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
、
更

に
民
間
団
体
と
連
絡
、
連
携

を
取
る
よ
う
学
校
に
対
し
て

指
導
を
し
て
い
く
。

東
　
子
活
性
化
は
バ
ス

で
人
の
流
れ
を
作
ろ
う
　

問
　
今
回
JR
東
　
子
駅
周
辺

が
新
た
な
中
心
的
生
活
圏
と

し
て
期
待
さ
れ
る
が
、
バ
ス

の
計
画
は
高
齢
者
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
人
の
流
れ
を
作

り
出
す
。
最
も
多
く
の
方
が

利
用
で
き
事
業
者
も
採
算
が

と
れ
る
案
と
し
て
、
　
子
駅

か
ら
ア
ザ
リ
エ
に
行
く
ミ
ニ

バ
ス
を
東
　
子
駅
に
行
か

せ
、
そ
こ
か
ら
沼
間
南
台
・

ア
ー
デ
ン
ヒ
ル
・
病
院
と
い

う
路
線
を
考
え
た
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
病
院
が
出
来
れ
ば
利

用
者
の
利
便
性
を
確
保
す
る

た
め
バ
ス
の
路
線
の
導
入
が

求
め
ら
れ
る
。
提
案
い
た
だ

い
た
内
容
は
、
今
ま
で
に
聞

い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
行

政
の
中
で
も
精
査
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

ア
ザ
リ
エ
を
走
る
ミ
ニ
バ
ス

行
財
政
改
革
は
市
民
負
担
増
加
だ

医
療
・
介
護
に
力
を
入
れ
る
べ
き

公
明
党
　田
幡
　智
子
　議
員

ご
み
処
理
広
域
化
で

一
層
の
費
用
削
減
を

問
　
今
後
、
葉
山
町
と
の
広

域
化
が
本
格
稼
働
し
た
場
合

財
政
メ
リ
ッ
ト
は
、
ど
の
程

度
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
ま

た
、
葉
山
町
か
ら
の
収
入
は

有
益
に
利
用
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。
　

市
長
　
新
年
度
か
ら
、
焼
却

処
理
に
つ
い
て
本
格
的
に
、

受
け
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。

月
４
０
０
ト
ン
、
年
間
約
１

億
４
０
０
０
万
円
の
処
理
費

用
の
負
担
金
を
見
込
ん
で
い

る
。

環
境
都
市
部
長
　
こ
の
ご
み

受
け
入
れ
に
係
る
収
入
は
、

焼
却
処
理
に
係
る
経
費
に
充

て
、
今
後
の
広
域
化
の
拡
大

に
向
け
て
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
施
設
等
の
整
備
に
つ

い
て
検
討
を
し
て
い
く
。

個
人
情
報
扱
う
部
署
に

カ
メ
ラ
と
録
音
は
？
　

問
　
情
報
漏
え
い
に
よ
り
悲

惨
な
事
件
が
起
き
、
事
件
後

再
発
防
止
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
市
民
の
よ
り

一
層
の
信
頼
を
得
る
に
は
、

通
話
や
会
話
の
録
音
、
録
画

の
シ
ス
テ
ム
導
入
を
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
事
件
以
降
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
を
図
っ

て
き
て
い
る
。
特
に
職
員
の

研
修
を
更
に
徹
底
し
対
応
し

て
い
く
。

総
務
部
長
　
録
音
等
で
明
確

に
な
る
部
分
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
市
民
等
と
の
対

応
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
情

報
保
護
の
観
点
か
ら
難
し

い
。

Wi

-

Fi
整
備
は

時
代
の
ニ
ー
ズ

問
　
昨
年
の
議
会
で
、
災
害

時
の
通
信
手
段
や
教
育
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
普
及
に
備

え
、
Wi

-

Fi
導
入
の
提
案
を

し
た
が
、
状
況
は
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
学
校
等
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
避

難
所
に
な
る
場
所
と
授
業
で

利
用
す
る
部
分
が
見
込
め
る

が
、
施
設
が
広
く
整
備
費
の

捻
出
が
必
要
で
あ
る
。
今
後

は
、
配
備
す
べ
き
場
所
を
決

定
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が

効
率
的
に
で
き
る
の
か
等
検

討
し
、
補
助
金
の
確
保
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　※
こ
の
他
に
、
行
財
政
改
革
、

災
害
対
策
、
保
育
行
政
、
有

害
鳥
獣
対
策
、
駅
周
辺
の
環

境
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

人々が行き交う駅周辺

行
財
政
改
革
は
時
の
流
れ
に
任
せ

ず
、
断
行
し
な
け
れ
ば
！！

　

維
新
ク
ラ
ブ
　 髙
谷
　清
彦
　議
員

    無償貸与の現場    

一
般
質
問
の
要
旨

！

！

ha
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一
般
質
問
の
要
旨

！

ト
に
よ
る
交
流
人
口
が
増
え

商
店
街
で
買
い
物
や
飲
食
を

す
る
こ
と
で
、
商
業
の
活
性

化
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
今

後
も
効
果
を
見
極
め
な
が
ら

様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
く
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
決
定

プ
ロ
セ
ス
は
謎
だ
ら
け
！？

問
　
豊
洲
市
場
問
題
は
必
要

な
議
事
録
が
な
く
、
公
文
書

の
作
成
が
適
正
な
行
政
運
営

に
直
結
す
る
。
本
市
の
過
去

の
事
業
査
定
で
、
市
民
協
働

事
業
提
案
制
度
の
査
定
結
果

が
「
事
業
の
必
要
性
確
認
、

予
算
査
定
へ
」
と
な
っ
て
い

る
事
業
が
存
在
す
る
。
意
思

決
定
は
適
正
で
あ
る
の
か
。

経
営
企
画
部
長
　
事
業
査
定

は
市
長
が
行
う
査
定
で
会
議

で
は
な
い
の
で
、
議
事
録
は

な
い
。
事
前
に
所
管
か
ら
提

出
さ
れ
た
事
業
の
必
要
性
、

関
係
法
令
、
課
題
等
に
つ
い

て
市
長
が
必
要
な
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
を
行
い
、
一
定
の
方
向

性
を
見
出
し
て
い
く
。

補
助
金
に
甘
え
ず 

地
域
活
性
化
の
検
証
を
！！

問
　
ナ
イ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
事
業

は
、
地
域
創
生
加
速
化
交
付

金
の
活
用
に
よ
り
、
２
度
の

期
間
実
施
し
た
。
地
域
活
性

化
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
。
ブ
ラ
ン
ド

知
名
度
や
認
知
度
の
向
上
だ

け
で
な
く
、
経
済
的
な
純
増

を
目
的
と
す
る
こ
と
が
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

市
長
　
経
済
的
な
効
果
の
算

定
は
難
し
い
が
、
各
イ
ベ
ン

米
軍
機
飛
行
に
関
す
る

要
望
に
回
答
を
求
め
よ 

問
　
米
軍
機
は
航
空
法
の
適

用
を
受
け
な
い
と
一
般
的
に

解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
実

際
、
原
子
力
空
母
が
横
須
賀

基
地
に
入
港
す
る
と
、
米
軍

機
の
飛
来
が
　
子
上
空
で
目

視
で
き
る
。
米
軍
機
飛
行
の

安
全
性
、
騒
音
に
お
け
る
生

活
上
の
基
地
問
題
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。

市
長
　
米
軍
機
の
飛
行
に
関

し
て
は
、
運
用
の
詳
細
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
本

市
も
加
盟
す
る
神
奈
川
県
基

地
関
係
県
市
連
絡
協
議
会
か

ら
国
に
対
し
て
飛
行
に
関
す

る
安
全
の
確
保
、
更
に
は
日

常
的
な
航
空
騒
音
等
の
軽
減

の
観
点
か
ら
継
続
し
て
要
望

を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

※
こ
の
他
に
、
住
民
自
治
協

議
会
、
発
達
障
が
い
児
の
県

立
高
校
受
験
の
際
の
配
慮
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

地方創生の一つ　逗子海岸NIGHT WAVE

海
岸
ナ
イ
ト
ウ
ェ
ー
ブ
は
、
地
域

経
済
の
純
増
に
つ
な
が
る
か
？

　

展
望
逗
子
　 根
本
　祥
子
　議
員

！！

被
害
者
及
び
加
害
者
に
つ
い

て
の
対
策
や
家
に
引
き
こ
も

り
に
な
っ
た
子
ど
も
の
支
援

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

教
育
部
長
　
早
期
発
見
、
対

応
が
重
要
で
あ
り
、
チ
ー
ム

を
組
み
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
の
専
門
家
や
児
童
相

談
所
等
の
外
部
の
専
門
機
関

と
も
連
携
し
対
応
し
て
い

る
。加
害
者
側
へ
の
対
応
は
、

保
護
者
と
の
連
携
を
図
り
、

背
景
も
探
り
な
が
ら
支
援
を

行
い
、
学
習
支
援
は
、
子
ど

林
間
学
校
等
学
校
行
事

は
公
費
負
担
と
す
べ
き

問
　
毎
年
実
施
し
て
い
る
林

間
学
校
に
行
く
バ
ス
代
が
来

年
度
か
ら
は
、
全
額
保
護
者

負
担
で
の
計
画
を
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
こ
れ
で
は
子
育

て
支
援
策
の
後
退
で
あ
る
。

是
非
公
費
負
担
で
実
施
し
て

も
ら
い
た
い
。

市
長
　
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
、
学
校
教
育
に
は
、
施
設

や
設
備
等
の
充
実
を
今
後
も

図
っ
て
い
く
。

教
育
長
　
公
費
で
は
、
入
札

が
必
要
で
あ
り
、
５
月
の
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
で
の
自
然
教
室

の
時
期
に
手
配
が
間
に
合
わ

な
い
。
一
年
程
前
に
予
約
を

確
実
に
す
る
た
め
、
保
護
者

負
担
が
有
効
で
あ
る
。

学
校
だ
け
で
は
な
く
、

多
様
な
学
び
の
場
を
　

問
　
本
市
に
お
け
る
い
じ
め

認
知
件
数
、
不
登
校
児
童
生

徒
数
も
増
加
傾
向
で
あ
り
、

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
、

も
と
面
談
し
適
応
指
導
教
室

を
中
心
に
対
応
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
証

自
主
返
納
を
サ
ポ
ー
ト

問
　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

交
通
事
故
は
増
加
傾
向
で
あ

り
、
免
許
の
自
主
返
納
を
促

す
支
援
策
が
必
要
で
あ
る
。

高
齢
者
の
足
の
確
保
と
し
て

公
共
交
通
の
拡
充
要
望
が
高

い
地
域
も
あ
り
、
ミ
ニ
バ
ス

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

市
長
　
現
在
は
、
取
り
組
み

は
し
て
い
な
い
が
、
高
齢
者

対
象
の
交
通
安
全
教
室
等
の

啓
発
活
動
で
、
申
請
に
よ
る

県
内
企
業
の
割
引
な
ど
の
利

用
に
つ
い
て
、
周
知
の
検
討

を
し
て
い
く
。
ミ
ニ
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
住
民
自
治
協
議

会
等
で
も
検
討
し
て
お
り
、

協
力
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
子
育
て
支
援
策

の
中
学
校
給
食
及
び
制
服
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

お
金
の
か
か
ら
な
い
義
務
教
育
を

教
育
費
は
未
来
へ
の
投
資
！

市
政
ク
ラ
ブ
　長
島
　有
里
　議
員

適
応
指
導
教
室「
な
ぎ
さ
」

保
険
料
値
上
げ
は
否
決

財
政
計
画
見
直
し
を
！！　

問
　
行
財
政
改
革
で
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
等
の
使
用
料
値

上
げ
、
指
定
管
理
の
推
進
な

ど
進
め
た
が
国
民
健
康
保
険

の
繰
入
金
が
６
億
円
を
超
え

る
な
ど
財
政
状
況
は
依
然
厳

し
い
。
医
療
・
介
護
に
力
を

入
れ
る
こ
と
が
財
政
改
革
と

考
え
る
が
、
財
政
計
画
に
医

療
費
の
適
正
化
な
ど
本
格
的

に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

市
長
　
医
療
費
の
適
正
化
を

し
っ
か
り
と
や
る
べ
き
だ
と

の
認
識
は
あ
る
。
他
市
の
事

例
等
を
研
究
す
る
中
で
本
市

の
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
と
し

て
目
標
を
明
確
に
し
関
係
機

関
と
も
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。

不
登
校
の
子
ど
も
の
受

け
皿
に
民
間
と
連
携
を

問
　
今
年
７
月
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
や
夜
間
中
学
な
ど
、

多
様
な
学
び
の
場
づ
く
り
を

進
め
る
教
育
機
会
確
保
法
が

成
立
し
た
。
そ
の
中
で
不
登

校
の
子
ど
も
に
対
し
て
、
休

養
の
必
要
性
を
踏
ま
え
民
間

団
体
と
連
携
し
て
相
談
体
制

を
整
え
る
こ
と
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
今
後
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長
　
神
奈
川
県
で
は
、

既
に
民
間
の
団
体
と
教
育
委

員
会
、
学
校
の
間
で
学
校
・

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
連
絡
協

議
会
を
設
置
し
て
い
る
。
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
不
登
校

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
、
更

に
民
間
団
体
と
連
絡
、
連
携

を
取
る
よ
う
学
校
に
対
し
て

指
導
を
し
て
い
く
。

東
　
子
活
性
化
は
バ
ス

で
人
の
流
れ
を
作
ろ
う
　

問
　
今
回
JR
東
　
子
駅
周
辺

が
新
た
な
中
心
的
生
活
圏
と

し
て
期
待
さ
れ
る
が
、
バ
ス

の
計
画
は
高
齢
者
の
利
便
性

を
向
上
さ
せ
人
の
流
れ
を
作

り
出
す
。
最
も
多
く
の
方
が

利
用
で
き
事
業
者
も
採
算
が

と
れ
る
案
と
し
て
、
　
子
駅

か
ら
ア
ザ
リ
エ
に
行
く
ミ
ニ

バ
ス
を
東
　
子
駅
に
行
か

せ
、
そ
こ
か
ら
沼
間
南
台
・

ア
ー
デ
ン
ヒ
ル
・
病
院
と
い

う
路
線
を
考
え
た
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
病
院
が
出
来
れ
ば
利

用
者
の
利
便
性
を
確
保
す
る

た
め
バ
ス
の
路
線
の
導
入
が

求
め
ら
れ
る
。
提
案
い
た
だ

い
た
内
容
は
、
今
ま
で
に
聞

い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
行

政
の
中
で
も
精
査
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

ア
ザ
リ
エ
を
走
る
ミ
ニ
バ
ス

行
財
政
改
革
は
市
民
負
担
増
加
だ

医
療
・
介
護
に
力
を
入
れ
る
べ
き

公
明
党
　田
幡
　智
子
　議
員

ご
み
処
理
広
域
化
で

一
層
の
費
用
削
減
を

問
　
今
後
、
葉
山
町
と
の
広

域
化
が
本
格
稼
働
し
た
場
合

財
政
メ
リ
ッ
ト
は
、
ど
の
程

度
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
ま

た
、
葉
山
町
か
ら
の
収
入
は

有
益
に
利
用
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。
　

市
長
　
新
年
度
か
ら
、
焼
却

処
理
に
つ
い
て
本
格
的
に
、

受
け
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。

月
４
０
０
ト
ン
、
年
間
約
１

億
４
０
０
０
万
円
の
処
理
費

用
の
負
担
金
を
見
込
ん
で
い

る
。

環
境
都
市
部
長
　
こ
の
ご
み

受
け
入
れ
に
係
る
収
入
は
、

焼
却
処
理
に
係
る
経
費
に
充

て
、
今
後
の
広
域
化
の
拡
大

に
向
け
て
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
施
設
等
の
整
備
に
つ

い
て
検
討
を
し
て
い
く
。

個
人
情
報
扱
う
部
署
に

カ
メ
ラ
と
録
音
は
？
　

問
　
情
報
漏
え
い
に
よ
り
悲

惨
な
事
件
が
起
き
、
事
件
後

再
発
防
止
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
市
民
の
よ
り

一
層
の
信
頼
を
得
る
に
は
、

通
話
や
会
話
の
録
音
、
録
画

の
シ
ス
テ
ム
導
入
を
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
事
件
以
降
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
を
図
っ

て
き
て
い
る
。
特
に
職
員
の

研
修
を
更
に
徹
底
し
対
応
し

て
い
く
。

総
務
部
長
　
録
音
等
で
明
確

に
な
る
部
分
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
市
民
等
と
の
対

応
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
情

報
保
護
の
観
点
か
ら
難
し

い
。

Wi

-

Fi
整
備
は

時
代
の
ニ
ー
ズ

問
　
昨
年
の
議
会
で
、
災
害

時
の
通
信
手
段
や
教
育
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
普
及
に
備

え
、
Wi

-

Fi
導
入
の
提
案
を

し
た
が
、
状
況
は
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
の
か
。

総
務
部
長
　
学
校
等
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
避

難
所
に
な
る
場
所
と
授
業
で

利
用
す
る
部
分
が
見
込
め
る

が
、
施
設
が
広
く
整
備
費
の

捻
出
が
必
要
で
あ
る
。
今
後

は
、
配
備
す
べ
き
場
所
を
決

定
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が

効
率
的
に
で
き
る
の
か
等
検

討
し
、
補
助
金
の
確
保
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　※
こ
の
他
に
、
行
財
政
改
革
、

災
害
対
策
、
保
育
行
政
、
有

害
鳥
獣
対
策
、
駅
周
辺
の
環

境
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

人々が行き交う駅周辺

行
財
政
改
革
は
時
の
流
れ
に
任
せ

ず
、
断
行
し
な
け
れ
ば
！！

　

維
新
ク
ラ
ブ
　 髙
谷
　清
彦
　議
員

    無償貸与の現場    

一
般
質
問
の
要
旨

！

！

ha
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9 8ず し 市 議 会 だ よ り

一
般
質
問
の
要
旨

今
回
の
事
故
を
踏
ま
え
、
自

治
会
、
ア
ダ
プ
ト
団
体
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
が
一
体

と
な
り
、
行
政
と
街
区
公
園

の
再
生
を
促
進
し
て
い
く
、

（
仮
称
）
マ
イ
パ
ー
ク
構
想

を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

環
境
都
市
部
長
　
各
団
体
と

連
携
し
、
情
報
共
有
、
連
絡

を
密
に
す
る
こ
と
は
非
常
に

大
切
で
あ
り
、
自
治
会
の
ご

意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
形

が
と
れ
る
の
か
検
討
し
た

い
。

ご
み
減
量
化
の
成
果
は

必
ず
市
民
に
還
元
を
！

問
　
ご
み
処
理
有
料
化
に
伴

い
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
り
大
き
な
成
果
が
出
て
い

る
と
評
価
を
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
、
こ
の
成
果
を
ど

の
よ
う
に
市
民
に
還
元
し
て

い
く
の
か
。

市
長
　
有
料
化
に
伴
い
減
量

化
・
資
源
化
が
一
層
進
ん

だ
。
市
民
に
ご
負
担
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
こ
う
し
た
財

源
も
活
用
し
て
更
な
る
減
量

化
・
資
源
化
を
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
自
治
体
間
ご
み

処
理
連
携
に
よ
る
財
政
的
な

成
果
も
今
後
の
様
々
な
事
業

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

公
園
の
再
生
は
市
民
と

共
に
推
進
せ
よ
！

問
　
公
園
の
遊
具
点
検
は
委

託
事
業
者
が
行
っ
て
い
る

が
、
今
年
３
月
に
複
合
遊
具

事
故
が
発
生
し
た
。
事
業
者

が
市
内
78
か
所
の
公
園
遊
具

を
詳
細
に
点
検
し
た
の
か
。

正
し
い
道
徳
で
い
じ
め

と
不
登
校
を
撲
滅
せ
よ

問
　
文
部
科
学
省
が
道
徳
を

通
じ
て
い
じ
め
対
策
を
進
め

る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
授

業
で
使
用
す
る
実
践
事
例
集

な
ど
を
作
成
す
る
。
小
中
学

校
に
お
け
る
い
じ
め
防
止
に

関
す
る
道
徳
教
育
の
あ
り
方

と
推
進
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
長
　
い
じ
め
の
被
害

者
、
加
害
者
だ
け
で
な
く
傍

観
者
の
立
場
の
人
を
出
さ
な

い
、
い
じ
め
は
ノ
ー
と
い
う

雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て

は
、
各
校
に
配
置
す
る
道
徳

教
育
推
進
教
師
を
中
心
に
校

長
会
議
な
ど
で
呼
び
か
け
る

な
ど
、
推
進
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
避
難
路
お
よ

び
急
傾
斜
地
の
安
全
確
保
、

慰
謝
料
請
求
事
件
、
株
式
会

社
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の

業
容
拡
大
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
と
の
協
働
成
果
は
全
て
市
民

に
還
元
で
き
る
市
政
運
営
を
！

　
　

自
民
党
逗
子
市
議
団
　八
木
野
　太
郎
　議
員

（株）パブリックサービスと市民の協働がカギ！

一
般
質
問
の
要
旨

貸
地
料
５
３
０
０
万
円
　

無
償
貸
与
と
す
る
根
拠

問
　
病
院
用
地
は
無
償
貸
与

と
し
て
い
る
が
、
有
償
と
し

た
場
合
、
５
３
０
０
万
円
の

賃
料
と
す
る
算
定
が
さ
れ
て

い
る
。
今
回
、
今
ま
で
の
病

院
と
性
格
が
違
う
、
完
全
な

民
間
病
院
と
い
う
点
か
ら
考

え
る
と
、
公
共
性
が
１
０

０
％
と
は
言
え
な
い
。
無
償

と
す
る
根
拠
は
何
か
。

市
長
　
総
合
的
病
院
の
誘
致

に
当
た
り
、
土
地
の
無
償
貸

与
を
条
件
と
し
た
。
地
域
医

療
の
向
上
に
資
す
る
と
い
う

点
か
ら
、
市
民
に
と
っ
て
も

様
々
な
医
療
上
の
メ
リ
ッ
ト

な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
十
分
、
公
共

性
、
公
益
性
が
あ
る
と
判
断

を
し
た
。

入
学
前
に
準
備
金
支
給

保
護
者
の
負
担
軽
減
を

問
　
制
服
購
入
な
ど
、
小
中

学
校
の
入
学
準
備
に
係
る
費

用
は
高
額
で
あ
る
が
、
入
学

準
備
金
は
入
学
後
に
支
給
さ

れ
る
。
全
国
、
県
内
に
お
い

て
も
、
入
学
前
に
支
給
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
り
、
本
市

に
お
い
て
も
保
護
者
の
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
、
入
学
前

に
支
給
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
経
済
的
理
由
に
よ

り
、
就
学
が
困
難
で
あ
る
児

童
・
生
徒
に
対
し
、
前
年
の

所
得
に
基
づ
き
、
８
月
に
初

回
分
の
認
定
支
給
を
し
て
い

る
が
、
入
学
前
の
必
要
性
も

あ
り
、
他
市
の
様
子
等
を
参

考
に
し
て
い
き
た
い
。

古
墳
周
辺
の
森
林
は

保
安
林
指
定
で
保
全
を
 

問
　
先
の
定
例
会
で
、
桜
山

古
墳
周
辺
森
林
の
特
別
緑
地

の
指
定
は
難
し
い
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。
森
林
保
全
や
景

観
保
全
、
ま
た
、
間
伐
、
管

理
伐
採
な
ど
に
法
的
に
対
応

す
る
た
め
に
も
、
市
が
こ
の

周
辺
一
帯
を
保
安
林
と
し
て

県
に
申
請
を
出
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
民
協
働
部
長
　
当
該
地

は
、
地
域
森
林
計
画
対
象
林

で
、
保
安
林
に
な
っ
て
い
な

い
所
も
あ
る
。
森
林
を
守
る

た
め
に
、
保
安
林
に
す
る
こ

と
で
よ
り
強
い
規
制
を
か
け

ら
れ
る
な
ら
ば
、
県
に
お
願

い
を
し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
健
康
づ
く

り
、
障
が
い
者
雇
用
・
就
労

支
援
、
公
有
地
の
利
活
用
、

旧
脇
村
邸
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

医
療
体
制
の
核
と
な
る
病
院
誘
致

病
床
数
の
確
保
と
財
政
負
担
は
？

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団
　橋
爪
　明
子
　議
員

総
合
的
病
院
予
定
地

療
育
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
完
成

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

植
木
剪
定
枝
、
し
尿
を
含
む

相
互
の
役
割
分
担
に
よ
る
広

域
処
理
の
検
討
を
す
る
。

女
性
が
輝
く
社
会
に
向

け
て
市
の
所
見
を
問
う

問
　
創
業
支
援
の
一
環
と
し

て
、
来
年
度
、
商
工
会
で
は

女
性
向
け
の
創
業
支
援
事
業

を
計
画
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
協
力
し
て
い
く
の

か
。

市
長
　
今
年
度
か
ら
商
工
会

が
創
業
支
援
へ
の
取
り
組
み

を
本
格
化
し
た
が
、
参
加
者

が
多
く
、
そ
の
中
で
も
女
性

の
創
業
支
援
は
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
既
に
女
性
で
創

業
し
活
躍
し
て
い
る
方
を
手

本
と
し
て
、
支
援
し
て
い
き

た
い
。

※
こ
の
他
に
、
学
校
教
育
、

沼
間
５
号
神
武
寺
ト
ン
ネ

ル
、
消
防
行
政
と
消
防
団
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

る
子
ど
も
と
も
つ
な
が
り
を

強
め
、
そ
こ
で
従
事
し
て
い

る
先
生
や
保
育
士
等
々
と
も

連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学

び
、
あ
る
い
は
育
ち
の
環
境

が
充
実
す
る
よ
う
運
営
し
て

い
く
。

葉
山
町
と
の
ご
み
処
理

連
携
に
つ
い
て
問
う

問
　
広
域
処
理
化
に
向
け

て
、
試
行
的
に
燃
や
す
ご
み

を
受
け
入
れ
る
よ
う
だ
が
、

環
境
負
荷
の
低
減
と
い
う
観

点
か
ら
は
有
効
で
あ
る
が
、

運
搬
車
両
に
よ
る
影
響
等
の

配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
葉
山

町
と
の
今
後
の
展
開
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
都
市
部
長
　
財
政
面
、

環
境
負
荷
の
側
面
で
も
、
最

も
影
響
が
大
き
い
の
が
焼
却

処
理
で
あ
る
。
試
行
期
間
中

に
課
題
、
問
題
の
検
証
状
況

等
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見

を
聞
く
機
会
を
設
け
な
が

ら
、
本
格
実
施
に
向
け
て
慎

重
に
検
討
す
る
。
今
後
は
、

療
育
教
育
総
合
セ
ン
タ

ー
が
担
う
役
割
を
問
う

問
　
待
望
の
施
設
が
完
成
し

た
が
、
ど
の
よ
う
に
運
営
し

て
い
く
の
か
。

市
長
　
福
祉
と
教
育
が
連
携

し
な
が
ら
、
0
歳
か
ら
18
歳

ま
で
の
様
々
な
障
が
い
、
あ

る
い
は
発
達
に
悩
み
を
抱
え

る
子
ど
も
、
家
族
を
一
貫
し

た
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。
ま

た
、
こ
の
施
設
利
用
者
の
み

な
ら
ず
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、

あ
る
い
は
小
学
校
、
中
学
校

と
様
々
な
施
設
で
学
ん
で
い

笑
顔
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
ま
ち
へ
と
一
歩
前
進
！！
　

自
民
党
逗
子
市
議
団
　桐
ケ
谷
　一
孝
　議
員

撤
去
、
修
繕
の
発
注
を
行
う

な
ど
安
全
策
を
講
じ
た
。

「
中
学
校
給
食
」
近
隣
に

倣
い
食
缶
方
式
へ
変
更
を

問
　
生
徒
か
ら
「
中
学
校
給

食
は
冷
た
く
て
食
べ
る
気
が

し
な
い
。
小
学
校
の
と
き
の

よ
う
に
作
り
立
て
を
食
べ
た

い
。
」
と
い
う
声
を
聞
く
。

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方
式
か
ら

食
缶
方
式
に
変
更
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。

市
長
　
中
学
校
給
食
の
導
入

に
当
た
り
、
様
々
な
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
、
視
察
も
行
い
、

予
算
面
、
衛
生
管
理
の
面
な

ど
検
討
し
た
上
で
決
定
、
議

会
の
承
認
も
い
た
だ
い
た
。

今
の
方
式
の
中
で
、
様
々
な

工
夫
を
し
、
お
い
し
い
給
食

を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
ご
み
処
理
広

域
化
、
待
機
児
童
問
題
、
学

力
向
上
、
総
合
的
病
院
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

破
れ
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の

「
久
小
」
フ
ェ
ン
ス

教
育
委
員
自
ら
近
隣

住
民
へ
事
業
の
説
明
を
！

問
　
桜
山
古
墳
に
隣
接
す
る

場
所
で
、
現
教
育
委
員
が
代

表
を
務
め
る
会
社
が
営
利
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
近
隣
住

民
に
説
明
も
な
く
、
た
き
火

や
野
外
ト
イ
レ
の
設
置
、
伐

採
に
よ
る
景
観
変
更
な
ど
、

自
治
会
で
も
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
教
育
委
員
を
任
命
し

た
責
任
か
ら
、
近
隣
住
民
の

不
安
を
払
拭
す
る
よ
う
指
導

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
　

市
長
　
教
育
委
員
と
い
う
公

の
立
場
か
ら
、
そ
の
事
業
を

行
う
に
当
た
っ
て
十
分
注
意

し
、
配
慮
し
、
適
切
に
対
応

さ
れ
て
き
た
と
受
け
止
め
て

い
る
。
様
々
な
課
題
が
あ
れ

ば
、
近
隣
へ
の
対
応
が
な
さ

れ
る
よ
う
お
伝
え
す
る
。

久
小
フ
ェ
ン
ス
破
れ
は

危
険
！
修
繕
速
や
か
に
！！

問
　
毎
年
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
よ
り
、
学
校
施
設
整

備
に
つ
い
て
要
望
書
が
出
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
要
望
書

以
外
に
も
修
繕
が
必
要
な
危

険
な
個
所
が
あ
る
。
特
に
久

木
小
学
校
の
防
火
槽
前
の
フ

ェ
ン
ス
は
腐
食
、
破
れ
が
あ

り
、
一
部
が
飛
び
出
て
い
る
。

各
学
校
で
速
や
か
に
点
検
、

修
繕
を
行
う
べ
き
で
な
い
か
。

教
育
部
長
　
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
箇
所

に
つ
い
て
、
生
徒
の
安
全
・

安
心
の
観
点
か
ら
出
来
る
限

り
の
対
応
に
努
め
て
い
る
。

ご
指
摘
の
場
所
に
つ
い
て

は
、
確
認
を
行
い
、
金
網
の

古
墳
周
辺
一
帯
の
環
境
保
全
を
！

事
業
者
へ
適
切
指
導
の
徹
底
を
！！

維
新
ク
ラ
ブ
　加
藤
　秀
子
　議
員

    無償貸与の現場    
！

！

ha

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ！

平成29年 3月１日　　第１３６号平成29年 3月１日　　
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一
般
質
問
の
要
旨

今
回
の
事
故
を
踏
ま
え
、
自

治
会
、
ア
ダ
プ
ト
団
体
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
が
一
体

と
な
り
、
行
政
と
街
区
公
園

の
再
生
を
促
進
し
て
い
く
、

（
仮
称
）
マ
イ
パ
ー
ク
構
想

を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

環
境
都
市
部
長
　
各
団
体
と

連
携
し
、
情
報
共
有
、
連
絡

を
密
に
す
る
こ
と
は
非
常
に

大
切
で
あ
り
、
自
治
会
の
ご

意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
形

が
と
れ
る
の
か
検
討
し
た

い
。

ご
み
減
量
化
の
成
果
は

必
ず
市
民
に
還
元
を
！

問
　
ご
み
処
理
有
料
化
に
伴

い
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
り
大
き
な
成
果
が
出
て
い

る
と
評
価
を
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
、
こ
の
成
果
を
ど

の
よ
う
に
市
民
に
還
元
し
て

い
く
の
か
。

市
長
　
有
料
化
に
伴
い
減
量

化
・
資
源
化
が
一
層
進
ん

だ
。
市
民
に
ご
負
担
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
こ
う
し
た
財

源
も
活
用
し
て
更
な
る
減
量

化
・
資
源
化
を
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
自
治
体
間
ご
み

処
理
連
携
に
よ
る
財
政
的
な

成
果
も
今
後
の
様
々
な
事
業

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

公
園
の
再
生
は
市
民
と

共
に
推
進
せ
よ
！

問
　
公
園
の
遊
具
点
検
は
委

託
事
業
者
が
行
っ
て
い
る

が
、
今
年
３
月
に
複
合
遊
具

事
故
が
発
生
し
た
。
事
業
者

が
市
内
78
か
所
の
公
園
遊
具

を
詳
細
に
点
検
し
た
の
か
。

正
し
い
道
徳
で
い
じ
め

と
不
登
校
を
撲
滅
せ
よ

問
　
文
部
科
学
省
が
道
徳
を

通
じ
て
い
じ
め
対
策
を
進
め

る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
授

業
で
使
用
す
る
実
践
事
例
集

な
ど
を
作
成
す
る
。
小
中
学

校
に
お
け
る
い
じ
め
防
止
に

関
す
る
道
徳
教
育
の
あ
り
方

と
推
進
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
長
　
い
じ
め
の
被
害

者
、
加
害
者
だ
け
で
な
く
傍

観
者
の
立
場
の
人
を
出
さ
な

い
、
い
じ
め
は
ノ
ー
と
い
う

雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て

は
、
各
校
に
配
置
す
る
道
徳

教
育
推
進
教
師
を
中
心
に
校

長
会
議
な
ど
で
呼
び
か
け
る

な
ど
、
推
進
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
避
難
路
お
よ

び
急
傾
斜
地
の
安
全
確
保
、

慰
謝
料
請
求
事
件
、
株
式
会

社
パ
ブ
リ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の

業
容
拡
大
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
と
の
協
働
成
果
は
全
て
市
民

に
還
元
で
き
る
市
政
運
営
を
！

　
　

自
民
党
逗
子
市
議
団
　八
木
野
　太
郎
　議
員

（株）パブリックサービスと市民の協働がカギ！

一
般
質
問
の
要
旨

貸
地
料
５
３
０
０
万
円
　

無
償
貸
与
と
す
る
根
拠

問
　
病
院
用
地
は
無
償
貸
与

と
し
て
い
る
が
、
有
償
と
し

た
場
合
、
５
３
０
０
万
円
の

賃
料
と
す
る
算
定
が
さ
れ
て

い
る
。
今
回
、
今
ま
で
の
病

院
と
性
格
が
違
う
、
完
全
な

民
間
病
院
と
い
う
点
か
ら
考

え
る
と
、
公
共
性
が
１
０

０
％
と
は
言
え
な
い
。
無
償

と
す
る
根
拠
は
何
か
。

市
長
　
総
合
的
病
院
の
誘
致

に
当
た
り
、
土
地
の
無
償
貸

与
を
条
件
と
し
た
。
地
域
医

療
の
向
上
に
資
す
る
と
い
う

点
か
ら
、
市
民
に
と
っ
て
も

様
々
な
医
療
上
の
メ
リ
ッ
ト

な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
十
分
、
公
共

性
、
公
益
性
が
あ
る
と
判
断

を
し
た
。

入
学
前
に
準
備
金
支
給

保
護
者
の
負
担
軽
減
を

問
　
制
服
購
入
な
ど
、
小
中

学
校
の
入
学
準
備
に
係
る
費

用
は
高
額
で
あ
る
が
、
入
学

準
備
金
は
入
学
後
に
支
給
さ

れ
る
。
全
国
、
県
内
に
お
い

て
も
、
入
学
前
に
支
給
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
り
、
本
市

に
お
い
て
も
保
護
者
の
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
、
入
学
前

に
支
給
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
経
済
的
理
由
に
よ

り
、
就
学
が
困
難
で
あ
る
児

童
・
生
徒
に
対
し
、
前
年
の

所
得
に
基
づ
き
、
８
月
に
初

回
分
の
認
定
支
給
を
し
て
い

る
が
、
入
学
前
の
必
要
性
も

あ
り
、
他
市
の
様
子
等
を
参

考
に
し
て
い
き
た
い
。

古
墳
周
辺
の
森
林
は

保
安
林
指
定
で
保
全
を
 

問
　
先
の
定
例
会
で
、
桜
山

古
墳
周
辺
森
林
の
特
別
緑
地

の
指
定
は
難
し
い
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。
森
林
保
全
や
景

観
保
全
、
ま
た
、
間
伐
、
管

理
伐
採
な
ど
に
法
的
に
対
応

す
る
た
め
に
も
、
市
が
こ
の

周
辺
一
帯
を
保
安
林
と
し
て

県
に
申
請
を
出
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
民
協
働
部
長
　
当
該
地

は
、
地
域
森
林
計
画
対
象
林

で
、
保
安
林
に
な
っ
て
い
な

い
所
も
あ
る
。
森
林
を
守
る

た
め
に
、
保
安
林
に
す
る
こ

と
で
よ
り
強
い
規
制
を
か
け

ら
れ
る
な
ら
ば
、
県
に
お
願

い
を
し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
健
康
づ
く

り
、
障
が
い
者
雇
用
・
就
労

支
援
、
公
有
地
の
利
活
用
、

旧
脇
村
邸
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

医
療
体
制
の
核
と
な
る
病
院
誘
致

病
床
数
の
確
保
と
財
政
負
担
は
？

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団
　橋
爪
　明
子
　議
員

総
合
的
病
院
予
定
地

療
育
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
完
成

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

植
木
剪
定
枝
、
し
尿
を
含
む

相
互
の
役
割
分
担
に
よ
る
広

域
処
理
の
検
討
を
す
る
。

女
性
が
輝
く
社
会
に
向

け
て
市
の
所
見
を
問
う

問
　
創
業
支
援
の
一
環
と
し

て
、
来
年
度
、
商
工
会
で
は

女
性
向
け
の
創
業
支
援
事
業

を
計
画
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
協
力
し
て
い
く
の

か
。

市
長
　
今
年
度
か
ら
商
工
会

が
創
業
支
援
へ
の
取
り
組
み

を
本
格
化
し
た
が
、
参
加
者

が
多
く
、
そ
の
中
で
も
女
性

の
創
業
支
援
は
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
既
に
女
性
で
創

業
し
活
躍
し
て
い
る
方
を
手

本
と
し
て
、
支
援
し
て
い
き

た
い
。

※
こ
の
他
に
、
学
校
教
育
、

沼
間
５
号
神
武
寺
ト
ン
ネ

ル
、
消
防
行
政
と
消
防
団
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

る
子
ど
も
と
も
つ
な
が
り
を

強
め
、
そ
こ
で
従
事
し
て
い

る
先
生
や
保
育
士
等
々
と
も

連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学

び
、
あ
る
い
は
育
ち
の
環
境

が
充
実
す
る
よ
う
運
営
し
て

い
く
。

葉
山
町
と
の
ご
み
処
理

連
携
に
つ
い
て
問
う

問
　
広
域
処
理
化
に
向
け

て
、
試
行
的
に
燃
や
す
ご
み

を
受
け
入
れ
る
よ
う
だ
が
、

環
境
負
荷
の
低
減
と
い
う
観

点
か
ら
は
有
効
で
あ
る
が
、

運
搬
車
両
に
よ
る
影
響
等
の

配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
葉
山

町
と
の
今
後
の
展
開
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
都
市
部
長
　
財
政
面
、

環
境
負
荷
の
側
面
で
も
、
最

も
影
響
が
大
き
い
の
が
焼
却

処
理
で
あ
る
。
試
行
期
間
中

に
課
題
、
問
題
の
検
証
状
況

等
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見

を
聞
く
機
会
を
設
け
な
が

ら
、
本
格
実
施
に
向
け
て
慎

重
に
検
討
す
る
。
今
後
は
、

療
育
教
育
総
合
セ
ン
タ

ー
が
担
う
役
割
を
問
う

問
　
待
望
の
施
設
が
完
成
し

た
が
、
ど
の
よ
う
に
運
営
し

て
い
く
の
か
。

市
長
　
福
祉
と
教
育
が
連
携

し
な
が
ら
、
0
歳
か
ら
18
歳

ま
で
の
様
々
な
障
が
い
、
あ

る
い
は
発
達
に
悩
み
を
抱
え

る
子
ど
も
、
家
族
を
一
貫
し

た
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。
ま

た
、
こ
の
施
設
利
用
者
の
み

な
ら
ず
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、

あ
る
い
は
小
学
校
、
中
学
校

と
様
々
な
施
設
で
学
ん
で
い

笑
顔
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
ま
ち
へ
と
一
歩
前
進
！！
　

自
民
党
逗
子
市
議
団
　桐
ケ
谷
　一
孝
　議
員

撤
去
、
修
繕
の
発
注
を
行
う

な
ど
安
全
策
を
講
じ
た
。

「
中
学
校
給
食
」
近
隣
に

倣
い
食
缶
方
式
へ
変
更
を

問
　
生
徒
か
ら
「
中
学
校
給

食
は
冷
た
く
て
食
べ
る
気
が

し
な
い
。
小
学
校
の
と
き
の

よ
う
に
作
り
立
て
を
食
べ
た

い
。
」
と
い
う
声
を
聞
く
。

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
方
式
か
ら

食
缶
方
式
に
変
更
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。

市
長
　
中
学
校
給
食
の
導
入

に
当
た
り
、
様
々
な
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
、
視
察
も
行
い
、

予
算
面
、
衛
生
管
理
の
面
な

ど
検
討
し
た
上
で
決
定
、
議

会
の
承
認
も
い
た
だ
い
た
。

今
の
方
式
の
中
で
、
様
々
な

工
夫
を
し
、
お
い
し
い
給
食

を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

※
こ
の
他
に
、
ご
み
処
理
広

域
化
、
待
機
児
童
問
題
、
学

力
向
上
、
総
合
的
病
院
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

破
れ
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の

「
久
小
」
フ
ェ
ン
ス

教
育
委
員
自
ら
近
隣

住
民
へ
事
業
の
説
明
を
！

問
　
桜
山
古
墳
に
隣
接
す
る

場
所
で
、
現
教
育
委
員
が
代

表
を
務
め
る
会
社
が
営
利
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
近
隣
住

民
に
説
明
も
な
く
、
た
き
火

や
野
外
ト
イ
レ
の
設
置
、
伐

採
に
よ
る
景
観
変
更
な
ど
、

自
治
会
で
も
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
教
育
委
員
を
任
命
し

た
責
任
か
ら
、
近
隣
住
民
の

不
安
を
払
拭
す
る
よ
う
指
導

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
　

市
長
　
教
育
委
員
と
い
う
公

の
立
場
か
ら
、
そ
の
事
業
を

行
う
に
当
た
っ
て
十
分
注
意

し
、
配
慮
し
、
適
切
に
対
応

さ
れ
て
き
た
と
受
け
止
め
て

い
る
。
様
々
な
課
題
が
あ
れ

ば
、
近
隣
へ
の
対
応
が
な
さ

れ
る
よ
う
お
伝
え
す
る
。

久
小
フ
ェ
ン
ス
破
れ
は

危
険
！
修
繕
速
や
か
に
！！

問
　
毎
年
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
よ
り
、
学
校
施
設
整

備
に
つ
い
て
要
望
書
が
出
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
要
望
書

以
外
に
も
修
繕
が
必
要
な
危

険
な
個
所
が
あ
る
。
特
に
久

木
小
学
校
の
防
火
槽
前
の
フ

ェ
ン
ス
は
腐
食
、
破
れ
が
あ

り
、
一
部
が
飛
び
出
て
い
る
。

各
学
校
で
速
や
か
に
点
検
、

修
繕
を
行
う
べ
き
で
な
い
か
。

教
育
部
長
　
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
箇
所

に
つ
い
て
、
生
徒
の
安
全
・

安
心
の
観
点
か
ら
出
来
る
限

り
の
対
応
に
努
め
て
い
る
。

ご
指
摘
の
場
所
に
つ
い
て

は
、
確
認
を
行
い
、
金
網
の

古
墳
周
辺
一
帯
の
環
境
保
全
を
！

事
業
者
へ
適
切
指
導
の
徹
底
を
！！

維
新
ク
ラ
ブ
　加
藤
　秀
子
　議
員

    無償貸与の現場    
！

！

ha

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ！

平成29年 3月１日　　平成29年 3月１日　　第１３６号
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一
般
質
問
の
要
旨

お
い
て
、
重
要
な
任
務
と
役

割
を
持
ち
対
応
に
あ
た
る
。

近
隣
自
治
体
並
み
に
報
酬
を

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
厳
し
い
財
政
状
況
で

も
あ
り
、
引
き
続
き
検
討
課

題
と
し
た
い
。

親
子
方
式
と
食
缶
方
式

温
か
い
美
味
し
い
給
食
を

問
　
中
学
校
給
食
は
、
導
入

後
２
年
程
経
過
し
、
喫
食
率

は
約
73
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
現
在
の
委
託
契
約
は
２

年
程
度
で
更
新
時
期
に
な
る

が
、
現
行
方
式
を
見
直
す
考

え
は
あ
る
の
か
。

市
長
　
今
後
の
長
期
的
な
課

題
と
し
て
、
公
共
施
設
の
再

整
備
等
の
な
か
で
管
理
運
営

の
在
り
方
も
含
め
て
、
皆
さ

ん
の
意
見
も
受
け
止
め
な
が

ら
、
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長
　
給
食
を
開
始
す
る

に
あ
た
り
、
実
施
検
討
委
員

会
で
は
、
数
種
類
の
方
法
を

検
討
し
現
在
の
方
式
を
取
り

入
れ
た
。
工
夫
し
な
が
ら
、

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

賃
金
引
上
げ
改
善
せ
よ

問
　
非
常
勤
職
員
の
給
与
は

雇
用
が
１
年
目
の
職
員
と
10

年
近
く
業
務
経
験
を
積
み
重

ね
た
職
員
が
同
額
の
状
況
で

あ
る
た
め
見
直
し
、
図
書
館

司
書
資
格
を
有
す
る
職
員
に

つ
い
て
も
、
資
格
と
専
門
性

を
加
味
し
た
給
与
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
休
暇
に
つ
い
て

も
、
正
規
職
員
並
み
に
時
間

単
位
取
得
に
改
善
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長
　
司
書
資
格
者
も
含
め

て
見
直
し
は
難
し
い
が
、
今

般
社
会
保
険
の
適
用
に
よ

り
、
週
３
日
の
職
員
が
、
週

４
日
あ
る
い
は
週
２
日
に
希

望
に
応
じ
勤
務
日
数
が
変
わ

る
。
今
後
は
、
適
正
な
配
置

と
業
務
も
含
め
た
働
き
や
す

い
環
境
及
び
休
暇
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
方
交
付
税
に
見
合
う

消
防
団
員
報
酬
引
上
げ
を

問
　
消
防
団
員
は
災
害
時
に

少
し
で
も
温
か
い
も
の
を
提

供
す
る
努
力
を
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
池
子
米
軍
基

地
問
題
、
路
上
喫
煙
等
の
防

止
に
関
す
る
条
例
の
取
り
組

み
と
駅
周
辺
の
禁
止
地
区
指

定
、
亀
井
児
童
公
園
隣
地
市

有
地
の
違
法
使
用
、
高
齢
者

の
運
転
免
許
証
返
納
の
取
り

組
み
、
防
災
対
策
の
充
実
（
ド

ロ
ー
ン
活
用
）、
保
育
園
給
食

の
民
間
委
託
化
、
ス
マ
イ
ル

の
児
童
館
化
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
を
急
げ

司
書
資
格
や
経
験
給
で
賃
上
改
定

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団
　岩
室
　年
治
　議
員

神
秘
的
な
ま
ん
だ
ら
堂
や
ぐ
ら
群

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
　

問
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
向
け
、
地
域
住
民
と
大
会

参
加
国
等
と
の
交
流
計
画
を

策
定
し
た
自
治
体
が
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
す
る
こ

と
で
、
国
の
補
助
を
受
け
て

国
内
外
の
大
会
参
加
者
と
の

交
流
事
業
な
ど
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
計
画
策
定
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
誘

致
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
近
隣

市
町
と
の
連
携
、
県
の
情
報

を
注
視
し
な
が
ら
、
計
画
の

策
定
、
更
に
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

の
登
録
の
検
討
を
進
め
る
。

緊
急
連
絡
体
制
を
見
直
し

生
徒
の
安
全
確
保
を

問
　
11
月
29
日
、
山
の
根
地

区
に
刃
物
を
持
っ
た
男
が
い

る
と
の
通
報
が
あ
り
、
警
察

か
ら
各
学
校
等
に
連
絡
を
し

た
。
当
日
、
私
学
の
幼
稚
園
、

小
中
学
校
、
高
等
学
校
に
確

認
を
し
た
と
こ
ろ
、
警
察
か

ら
も
市
か
ら
も
連
絡
が
な
い

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
幸
い
何

事
も
な
か
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
連
絡
体
制
、
対
応
で
あ

っ
た
の
か
。

教
育
長
　
警
察
か
ら
の
電
話

を
受
け
て
、
教
育
委
員
会
か

ら
学
校
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
連
絡
を
し
た
が
、

実
際
、
連
絡
で
き
な
か
っ
た

と
こ
ろ
が
生
じ
て
し
ま
っ

た
。
情
報
が
錯
そ
う
し
、
確

認
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

今
回
の
課
題
で
あ
る
。

ま
ん
だ
ら
堂
や
ぐ
ら
群
　

周
辺
を
歴
史
公
園
に

問
　
ま
ん
だ
ら
堂
や
ぐ
ら
群

は
と
て
も
神
秘
的
な
雰
囲
気

で
、
　
子
が
誇
る
遺
跡
で
あ

る
。
ア
ク
セ
ス
、
ト
イ
レ
の

問
題
が
あ
り
、
歴
史
公
園
と

し
て
整
備
し
、
小
中
学
生
が

見
学
し
や
す
い
環
境
に
出
来

な
い
か
。

環
境
都
市
部
長
　
こ
こ
は
名

越
切
通
周
辺
で
あ
り
、
歴
史

的
風
土
保
存
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
保
存
を

目
的
と
し
て
歴
史
的
風
土
特

別
保
存
区
域
の
指
定
に
向
け

て
県
と
調
整
中
で
、
現
段
階

で
は
歴
史
公
園
と
し
て
の
整

備
の
予
定
は
な
い
。

※
こ
の
他
に
、
２
０
２
５
年

問
題
、
防
災
、
公
共
施
設
、

新
宿
地
区
崖

地
、
ふ
る
さ

と
納
税
、
街

路
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
、
小
坪

海
浜
地
区
に

つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま

し
た
。

モ
デ
ル
事
業
次
々
。
　
　

市
民
は
心
が
追
い
つ
か
ず

問
　
ご
み
処
理
有
料
化
か
ら

１
年
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ

ラ
の
混
在
ご
み
な
ど
、
燃
や

す
ご
み
以
外
の
ル
ー
ル
違
反

が
目
立
ち
地
域
ご
と
に
対
応

を
し
て
い
る
。
市
と
住
民
が

ご
み
の
課
題
を
話
し
合
い
、

住
民
か
ら
も
提
案
で
き
る
場

を
用
意
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

市
長
　
来
年
３
月
に
ま
ち
づ

く
り
ト
ー
ク
を
開
催
し
、
廃

棄
物
減
量
等
推
進
員
や
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
等
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
と
地
域
に
お
け
る
問
題

点
、
改
善
点
な
ど
を
話
し
合

う
た
め
の
場
を
設
け
た
い
。

環
境
都
市
部
長
　
一
度
き
り

に
な
ら
な
い
よ
う
開
催
に
つ

い
て
支
持
し
て
い
き
た
い
。

卒
業
式
、
保
護
者
と
在
　

校
生
に
見
え
る
配
置
で

問
　
市
内
小
中
学
校
の
卒
業

式
の
会
場
配
置
が
一
定
で
は

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
は

あ
る
と
思
う
が
、
卒
業
生
が

証
書
を
も
ら
う
姿
が
見
え
る

よ
う
配
慮
を
お
願
い
す
る
。

卒
業
式
の
基
準
と
裁
量
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

教
育
長
　
卒
業
式
は
、
学
習

指
導
要
領
で
儀
式
的
行
事
と

位
置
付
け
、
小
学
校
で
は
対

面
式
を
と
っ
て
い
る
学
校
が

多
い
。
式
の
主
役
は
児
童
で

あ
り
、
保
護
者
の
方
々
に
そ

の
成
長
を
見
て
い
た
だ
く
側

面
も
あ
る
。
様
々
な
ご
意
見

も
参
考
に
、
十
分
な
検
討
を

行
い
、
よ
り
よ
い
形
を
模
索

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

地
域
の
会
館
、
指
定
管
　

理
者
に
も
っ
と
支
援
を
　

問
　
自
然
災
害
を
想
定
し
、

市
と
新
宿
会
館
の
指
定
管
理

者
が
一
時
避
難
の
覚
書
を
結

ん
だ
。
会
館
運
営
の
実
態
に

即
し
た
無
理
の
な
い
ふ
れ
あ

い
活
動
を
、
ど
う
推
進
し
て

い
く
の
か
。

市
民
協
働
部
長
　
ふ
れ
あ
い

活
動
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
に

つ
い
て
、
地
域
の
会
館
の

方
々
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
２
館
が
ふ
れ
あ
い
活
動

に
取
り
組
む
と
の
確
認
が
で

き
た
。
今
後
、
ふ
れ
あ
い
活

動
の
担
い
手
と
し
て
、
指
定

管
理
者
以
外
の
自
治
会
・
町

内
会
、
市
内
の
活
動
団
体
も

視
野
に
入
れ
る
。

※
こ
の
他
に
、
学
び
に
く
さ

の
支
援
、
情
報
発
信
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
み
行
政
「
ご
理
解
頂
き
た
い
」

地
域
の
声
は
い
つ
ど
こ
で
聞
く
？

あ
し
た
の
逗
子
　横
山
　美
奈
　議
員

い
て
、
住
民
同
士
で
解
決
で

き
な
い
場
合
、
市
が
指
導
し

て
問
題
解
決
を
図
る
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
　
有
料
化
以
後
、
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
相
談
も

多
々
あ
り
、
状
況
に
応
じ
て

職
員
が
会
議
等
に
立
ち
会
い

な
が
ら
、
市
の
方
針
の
説
明

や
助
言
を
し
て
、
で
き
る
限

り
協
力
し
て
い
る
。
解
決
で

き
た
場
所
も
徐
々
に
増
え
つ

つ
あ
り
、
今
後
と
も
解
決
に

向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

む
。

小
中
学
校
の
体
育
館
等

天
井
等
落
下
防
止
対
策

問
　
災
害
時
の
避
難
所
と
な

る
学
校
の
体
育
館
の
多
く

は
、
約
20
年
前
に
耐
震
診
断

を
実
施
し
た
結
果
、
補
強
不

要
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
な

り
年
数
が
経
っ
て
い
る
。
非

構
造
体
の
照
明
施
設
等
も
含

め
て
点
検
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
予
想
を
超
え
た
大

き
な
地
震
の
と
き
に
、
天
井

の
落
下
を
避
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
見
込
ん
で
い
る
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
が

作
成
の
「
学
校
施
設
の
非
構

造
部
材
の
耐
震
化
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
に
基
づ
き
、
教
職
員

が
目
視
に
よ
る
施
設
点
検
を

行
い
、
異
常
が
あ
れ
ば
専
門

業
者
に
調
査
依
頼
す
る
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
　

新
設
等
は
市
が
支
援
を

問
　
ご
み
処
理
の
有
料
化
か

ら
１
年
が
経
過
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
や
管
理
に
つ

    無償貸与の現場    

一
般
質
問
の
要
旨

！

！

ha

平成29年 3月１日　　第１３６号平成29年 3月１日　　

情
報
モ
ラ
ル
教
育
は

学
校
と
保
護
者
の
連
携
で

問
　
国
の
第
２
期
教
育
振
興

基
本
計
画
で
は
、
教
育
情
報

化
環
境
の
整
備
と
同
時
に
教

員
の
指
導
力
を
高
め
、
併
せ

て
児
童
・
生
徒
の
情
報
活
用

能
力
の
育
成
も
求
め
て
い

る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
上
の
様

々
な
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
と

方
針
を
伺
い
た
い
。

教
育
長
　
各
学
校
の
情
報
教

育
研
究
員
が
定
期
的
に
会
議

し
、
課
題
の
検
討
を
し
て
い

る
。
民
間
企
業
等
と
連
携
し

て
児
童
・
生
徒
と
保
護
者
が

同
時
に
研
修
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
工
夫
実
施
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
災
害
対
策
の

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
・
家
具
転

倒
防
止
器
具
取
り
付
け
助
成

制
度
・
災
害
応
援
等
協
定
の

締
結
、
神
武
寺
ト
ン
ネ
ル
拡

幅
工
事
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

多
く
の
利
用
者
の
目
が

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
き
れ
い
に
保
つ

地
域
住
民
協
力
の
も
と

運
営
管
理

作
り
立
て
温
か
い
食
缶
方
式

市
民
が
安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ
　匂
坂
　祐
二
　議
員

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
機
会
を
活
か
す

自
民
党
逗
子
市
議
団
　 丸
山
　治
章
　議
員
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一
般
質
問
の
要
旨

お
い
て
、
重
要
な
任
務
と
役

割
を
持
ち
対
応
に
あ
た
る
。

近
隣
自
治
体
並
み
に
報
酬
を

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
厳
し
い
財
政
状
況
で

も
あ
り
、
引
き
続
き
検
討
課

題
と
し
た
い
。

親
子
方
式
と
食
缶
方
式

温
か
い
美
味
し
い
給
食
を

問
　
中
学
校
給
食
は
、
導
入

後
２
年
程
経
過
し
、
喫
食
率

は
約
73
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
現
在
の
委
託
契
約
は
２

年
程
度
で
更
新
時
期
に
な
る

が
、
現
行
方
式
を
見
直
す
考

え
は
あ
る
の
か
。

市
長
　
今
後
の
長
期
的
な
課

題
と
し
て
、
公
共
施
設
の
再

整
備
等
の
な
か
で
管
理
運
営

の
在
り
方
も
含
め
て
、
皆
さ

ん
の
意
見
も
受
け
止
め
な
が

ら
、
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長
　
給
食
を
開
始
す
る

に
あ
た
り
、
実
施
検
討
委
員

会
で
は
、
数
種
類
の
方
法
を

検
討
し
現
在
の
方
式
を
取
り

入
れ
た
。
工
夫
し
な
が
ら
、

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

賃
金
引
上
げ
改
善
せ
よ

問
　
非
常
勤
職
員
の
給
与
は

雇
用
が
１
年
目
の
職
員
と
10

年
近
く
業
務
経
験
を
積
み
重

ね
た
職
員
が
同
額
の
状
況
で

あ
る
た
め
見
直
し
、
図
書
館

司
書
資
格
を
有
す
る
職
員
に

つ
い
て
も
、
資
格
と
専
門
性

を
加
味
し
た
給
与
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
休
暇
に
つ
い
て

も
、
正
規
職
員
並
み
に
時
間

単
位
取
得
に
改
善
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長
　
司
書
資
格
者
も
含
め

て
見
直
し
は
難
し
い
が
、
今

般
社
会
保
険
の
適
用
に
よ

り
、
週
３
日
の
職
員
が
、
週

４
日
あ
る
い
は
週
２
日
に
希

望
に
応
じ
勤
務
日
数
が
変
わ

る
。
今
後
は
、
適
正
な
配
置

と
業
務
も
含
め
た
働
き
や
す

い
環
境
及
び
休
暇
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
方
交
付
税
に
見
合
う

消
防
団
員
報
酬
引
上
げ
を

問
　
消
防
団
員
は
災
害
時
に

少
し
で
も
温
か
い
も
の
を
提

供
す
る
努
力
を
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
池
子
米
軍
基

地
問
題
、
路
上
喫
煙
等
の
防

止
に
関
す
る
条
例
の
取
り
組

み
と
駅
周
辺
の
禁
止
地
区
指

定
、
亀
井
児
童
公
園
隣
地
市

有
地
の
違
法
使
用
、
高
齢
者

の
運
転
免
許
証
返
納
の
取
り

組
み
、
防
災
対
策
の
充
実
（
ド

ロ
ー
ン
活
用
）、
保
育
園
給
食

の
民
間
委
託
化
、
ス
マ
イ
ル

の
児
童
館
化
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
を
急
げ

司
書
資
格
や
経
験
給
で
賃
上
改
定

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団
　岩
室
　年
治
　議
員

神
秘
的
な
ま
ん
だ
ら
堂
や
ぐ
ら
群

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
　

問
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
向
け
、
地
域
住
民
と
大
会

参
加
国
等
と
の
交
流
計
画
を

策
定
し
た
自
治
体
が
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
す
る
こ

と
で
、
国
の
補
助
を
受
け
て

国
内
外
の
大
会
参
加
者
と
の

交
流
事
業
な
ど
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
計
画
策
定
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
誘

致
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
近
隣

市
町
と
の
連
携
、
県
の
情
報

を
注
視
し
な
が
ら
、
計
画
の

策
定
、
更
に
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

の
登
録
の
検
討
を
進
め
る
。

緊
急
連
絡
体
制
を
見
直
し

生
徒
の
安
全
確
保
を

問
　
11
月
29
日
、
山
の
根
地

区
に
刃
物
を
持
っ
た
男
が
い

る
と
の
通
報
が
あ
り
、
警
察

か
ら
各
学
校
等
に
連
絡
を
し

た
。
当
日
、
私
学
の
幼
稚
園
、

小
中
学
校
、
高
等
学
校
に
確

認
を
し
た
と
こ
ろ
、
警
察
か

ら
も
市
か
ら
も
連
絡
が
な
い

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
幸
い
何

事
も
な
か
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
連
絡
体
制
、
対
応
で
あ

っ
た
の
か
。

教
育
長
　
警
察
か
ら
の
電
話

を
受
け
て
、
教
育
委
員
会
か

ら
学
校
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
連
絡
を
し
た
が
、

実
際
、
連
絡
で
き
な
か
っ
た

と
こ
ろ
が
生
じ
て
し
ま
っ

た
。
情
報
が
錯
そ
う
し
、
確

認
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

今
回
の
課
題
で
あ
る
。

ま
ん
だ
ら
堂
や
ぐ
ら
群
　

周
辺
を
歴
史
公
園
に

問
　
ま
ん
だ
ら
堂
や
ぐ
ら
群

は
と
て
も
神
秘
的
な
雰
囲
気

で
、
　
子
が
誇
る
遺
跡
で
あ

る
。
ア
ク
セ
ス
、
ト
イ
レ
の

問
題
が
あ
り
、
歴
史
公
園
と

し
て
整
備
し
、
小
中
学
生
が

見
学
し
や
す
い
環
境
に
出
来

な
い
か
。

環
境
都
市
部
長
　
こ
こ
は
名

越
切
通
周
辺
で
あ
り
、
歴
史

的
風
土
保
存
区
域
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
保
存
を

目
的
と
し
て
歴
史
的
風
土
特

別
保
存
区
域
の
指
定
に
向
け

て
県
と
調
整
中
で
、
現
段
階

で
は
歴
史
公
園
と
し
て
の
整

備
の
予
定
は
な
い
。

※
こ
の
他
に
、
２
０
２
５
年

問
題
、
防
災
、
公
共
施
設
、

新
宿
地
区
崖

地
、
ふ
る
さ

と
納
税
、
街

路
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
、
小
坪

海
浜
地
区
に

つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま

し
た
。

モ
デ
ル
事
業
次
々
。
　
　

市
民
は
心
が
追
い
つ
か
ず

問
　
ご
み
処
理
有
料
化
か
ら

１
年
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ

ラ
の
混
在
ご
み
な
ど
、
燃
や

す
ご
み
以
外
の
ル
ー
ル
違
反

が
目
立
ち
地
域
ご
と
に
対
応

を
し
て
い
る
。
市
と
住
民
が

ご
み
の
課
題
を
話
し
合
い
、

住
民
か
ら
も
提
案
で
き
る
場

を
用
意
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

市
長
　
来
年
３
月
に
ま
ち
づ

く
り
ト
ー
ク
を
開
催
し
、
廃

棄
物
減
量
等
推
進
員
や
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
等
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
と
地
域
に
お
け
る
問
題

点
、
改
善
点
な
ど
を
話
し
合

う
た
め
の
場
を
設
け
た
い
。

環
境
都
市
部
長
　
一
度
き
り

に
な
ら
な
い
よ
う
開
催
に
つ

い
て
支
持
し
て
い
き
た
い
。

卒
業
式
、
保
護
者
と
在
　

校
生
に
見
え
る
配
置
で

問
　
市
内
小
中
学
校
の
卒
業

式
の
会
場
配
置
が
一
定
で
は

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
は

あ
る
と
思
う
が
、
卒
業
生
が

証
書
を
も
ら
う
姿
が
見
え
る

よ
う
配
慮
を
お
願
い
す
る
。

卒
業
式
の
基
準
と
裁
量
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

教
育
長
　
卒
業
式
は
、
学
習

指
導
要
領
で
儀
式
的
行
事
と

位
置
付
け
、
小
学
校
で
は
対

面
式
を
と
っ
て
い
る
学
校
が

多
い
。
式
の
主
役
は
児
童
で

あ
り
、
保
護
者
の
方
々
に
そ

の
成
長
を
見
て
い
た
だ
く
側

面
も
あ
る
。
様
々
な
ご
意
見

も
参
考
に
、
十
分
な
検
討
を

行
い
、
よ
り
よ
い
形
を
模
索

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

地
域
の
会
館
、
指
定
管
　

理
者
に
も
っ
と
支
援
を
　

問
　
自
然
災
害
を
想
定
し
、

市
と
新
宿
会
館
の
指
定
管
理

者
が
一
時
避
難
の
覚
書
を
結

ん
だ
。
会
館
運
営
の
実
態
に

即
し
た
無
理
の
な
い
ふ
れ
あ

い
活
動
を
、
ど
う
推
進
し
て

い
く
の
か
。

市
民
協
働
部
長
　
ふ
れ
あ
い

活
動
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
に

つ
い
て
、
地
域
の
会
館
の

方
々
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
２
館
が
ふ
れ
あ
い
活
動

に
取
り
組
む
と
の
確
認
が
で

き
た
。
今
後
、
ふ
れ
あ
い
活

動
の
担
い
手
と
し
て
、
指
定

管
理
者
以
外
の
自
治
会
・
町

内
会
、
市
内
の
活
動
団
体
も

視
野
に
入
れ
る
。

※
こ
の
他
に
、
学
び
に
く
さ

の
支
援
、
情
報
発
信
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
み
行
政
「
ご
理
解
頂
き
た
い
」

地
域
の
声
は
い
つ
ど
こ
で
聞
く
？

あ
し
た
の
逗
子
　横
山
　美
奈
　議
員

い
て
、
住
民
同
士
で
解
決
で

き
な
い
場
合
、
市
が
指
導
し

て
問
題
解
決
を
図
る
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
　
有
料
化
以
後
、
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
相
談
も

多
々
あ
り
、
状
況
に
応
じ
て

職
員
が
会
議
等
に
立
ち
会
い

な
が
ら
、
市
の
方
針
の
説
明

や
助
言
を
し
て
、
で
き
る
限

り
協
力
し
て
い
る
。
解
決
で

き
た
場
所
も
徐
々
に
増
え
つ

つ
あ
り
、
今
後
と
も
解
決
に

向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

む
。

小
中
学
校
の
体
育
館
等

天
井
等
落
下
防
止
対
策

問
　
災
害
時
の
避
難
所
と
な

る
学
校
の
体
育
館
の
多
く

は
、
約
20
年
前
に
耐
震
診
断

を
実
施
し
た
結
果
、
補
強
不

要
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
な

り
年
数
が
経
っ
て
い
る
。
非

構
造
体
の
照
明
施
設
等
も
含

め
て
点
検
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
予
想
を
超
え
た
大

き
な
地
震
の
と
き
に
、
天
井

の
落
下
を
避
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
見
込
ん
で
い
る
。

こ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
が

作
成
の
「
学
校
施
設
の
非
構

造
部
材
の
耐
震
化
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
に
基
づ
き
、
教
職
員

が
目
視
に
よ
る
施
設
点
検
を

行
い
、
異
常
が
あ
れ
ば
専
門

業
者
に
調
査
依
頼
す
る
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
　

新
設
等
は
市
が
支
援
を

問
　
ご
み
処
理
の
有
料
化
か

ら
１
年
が
経
過
し
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
や
管
理
に
つ
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情
報
モ
ラ
ル
教
育
は

学
校
と
保
護
者
の
連
携
で

問
　
国
の
第
２
期
教
育
振
興

基
本
計
画
で
は
、
教
育
情
報

化
環
境
の
整
備
と
同
時
に
教

員
の
指
導
力
を
高
め
、
併
せ

て
児
童
・
生
徒
の
情
報
活
用

能
力
の
育
成
も
求
め
て
い

る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
上
の
様

々
な
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
と

方
針
を
伺
い
た
い
。

教
育
長
　
各
学
校
の
情
報
教

育
研
究
員
が
定
期
的
に
会
議

し
、
課
題
の
検
討
を
し
て
い

る
。
民
間
企
業
等
と
連
携
し

て
児
童
・
生
徒
と
保
護
者
が

同
時
に
研
修
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
工
夫
実
施
し
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
、
災
害
対
策
の

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
・
家
具
転

倒
防
止
器
具
取
り
付
け
助
成

制
度
・
災
害
応
援
等
協
定
の

締
結
、
神
武
寺
ト
ン
ネ
ル
拡

幅
工
事
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

多
く
の
利
用
者
の
目
が

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
き
れ
い
に
保
つ

地
域
住
民
協
力
の
も
と

運
営
管
理

作
り
立
て
温
か
い
食
缶
方
式

市
民
が
安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ
　匂
坂
　祐
二
　議
員

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
機
会
を
活
か
す

自
民
党
逗
子
市
議
団
　 丸
山
　治
章
　議
員



13 12ず し 市 議 会 だ よ り

一
般
質
問
の
要
旨

わ
く
わ
く
感
で
い
っ
ぱ
い

敷
地
面
積
の
最
低
限
度

そ
の
後
の
検
討
状
況
は

問
　
平
成
25
年
第
３
回
定
例

会
で
、
敷
地
面
積
の
最
低
限

度
の
新
た
な
制
度
に
つ
い
て

「
制
度
の
指
定
に
あ
た
っ
て

は
市
民
の
理
解
と
合
意
を
前

提
と
し
て
、
敷
地
面
積
の
最

低
限
度
の
見
直
し
と
あ
わ
せ

て
市
全
域
で
は
な
く
、
地
区

別
の
指
定
も
含
め
た
案
も
検

討
す
べ
き
」
旨
の
決
議
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
た
が
、
そ

の
後
、
新
た
な
動
き
は
全
く

見
え
な
い
。
ど
の
よ
う
な
検

討
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

市
長
　
市
民
の
合
意
形
成
は

難
し
く
、
人
口
減
少
、
高
齢

化
、
空
き
家
問
題
や
多
様
化

す
る
住
ま
い
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
を
改
め
て
検
討
し
、
総
合

計
画
の
住
環
境
形
成
計
画
の

策
定
を
進
め
る
中
で
明
確
に

し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
高
齢

者
割
引
で
健
康
促
進
！

問
　
本
市
の
高
齢
化
率
は
現

在
31
％
、
２
０
４
０
年
に
は

38
％
を
超
え
る
。
健
康
寿
命

を
延
ば
す
た
め
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
の
拡

大
に
あ
わ
せ
、
公
共
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
減
免
、
無
料
デ
ー

な
ど
、
行
う
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
　
子
ア
リ
ー
ナ
の
使

用
料
に
つ
い
て
見
直
し
を
進

め
て
き
た
状
況
か
ら
、
高
齢

者
に
特
化
し
た
減
免
等
の
実

施
は
難
し
い
。
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
な
ど
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
無
料
開
放
を
実
施

し
て
い
る
が
、
今
後
、
例
え

ば
敬
老
の
日
に
無
料
に
す
る

な
ど
、
指
定
管
理
者
と
相

談
、
検
討
を
し
て
い
く
。

学
校
教
育
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
を
！

問
　
市
内
小
学
校
１
校
の
特

別
支
援
学
級
と
中
学
校
３
校

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

し
て
い
る
が
、
更
に
活
用
の

場
を
広
げ
、
各
小
中
学
校
に

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
し
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
を
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
平
成
27
年
度
末
に

試
験
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
導
入
し
た
。
自
動
添
削
な

ど
様
々
な
ア
プ
リ
の
活
用
に

よ
り
、
教
育
効
果
は
上
が
っ

て
い
る
。
今
後
、
Wi

-

Fi

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の

小
学
校
４
校
の
特
別
支
援
学

級
に
導
入
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
市
営
駐
輪

場
、
池
子
の
森
自
然
公
園
、

在
宅
医
療
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
充
実
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ
　髙
野
　毅
　議
員

いつまでも健康で元気に！

の

平成29年 3月１日　　第１３６号平成29年 3月１日　　

総合的病院に関する特別委員会 　
12
月
２
日
の
本
会
議
で
基
地
対
策
特
別
委
員
会
委
員
の
辞
任
・
選

任
を
行
い
、
続
い
て
、
総
合
的
病
院
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
委
員
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。
別
途
、
同
特
別
委
員
会
の
正
副

委
員
長
を
互
選
に
よ
り
選
出
し
ま
し
た
。

※

各
特
別
委
員
会
及
び
各
委
員
会
の
委
員
構
成
は
次
の
と
お
り

　
で
す
。（
各
委
員
会
の
委
員
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

は
、
ほ
か
に
も
多
々
あ
る
。

し
っ
か
り
メ
ス
を
い
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
業
務
改
善
の
プ
ロ
セ

ス
の
取
り
組
み
を
始
め
、
職

員
に
は
効
率
的
な
業
務
を
行

う
よ
う
指
導
徹
底
し
て
い

る
。
ス
リ
ム
な
組
織
で
効
果

を
最
大
限
に
活
か
せ
る
よ
う

に
、
今
後
も
進
め
て
い
く
。

ニ
ー
ト
問
題
は
不
登
校

と
密
接
不
可
分 

問
　
不
登
校
に
陥
っ
て
、
辛

い
思
い
を
し
て
い
る
子
に
自

展
望
逗
子
　毛
呂
　武
史
　議
員

行
政
も
身
を
削
れ
！

問
　
受
益
者
負
担
の
名
の
下

に
、
高
齢
者
の
年
金
を
巻
き

上
げ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た

り
、
善
意
の
福
祉
団
体
に
負

担
を
強
い
た
り
、
そ
れ
を
行

革
と
い
う
な
ら
、
私
は
そ
ん

な
行
革
認
め
な
い
。
ま
ず
、

行
政
自
ら
が
身
を
削
る
の
が

先
。

市
長
　
現
業
職
員
は
退
職
者

不
補
充
で
減
ら
し
て
委
託
化

へ
進
ん
で
い
る
。
一
般
職
の

業
務
は
、
社
会
の
多
様
化
や

複
雑
化
、
様
々
な
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
委
託
化
と

業
務
の
効
率
化
を
今
後
も
図

っ
て
い
く
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

取
捨
選
択
を
！
　

問
　
決
算
で
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
事
例
と
し
て
披
露
山
の
サ

ル
の
こ
と
を
指
摘
し
た
。
人

口
約
６
万
人
の
ま
ち
一
市
で

果
た
し
て
や
る
サ
ー
ビ
ス
な

の
か
ど
う
か
。
疑
問
な
も
の

己
有
用
感
や
自
己
肯
定
感
を

持
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、

そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
持
た

せ
、
ど
の
よ
う
に
助
け
て
あ

げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

伺
い
た
い
。

教
育
長
　
ひ
き
こ
も
り
に
な

っ
て
今
社
会
人
に
な
っ
て
い

る
方
と
話
を
す
る
機
会
が
あ

っ
た
が
、
学
生
時
代
や
あ
る

年
代
で
社
会
に
接
点
が
な
か

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
人
間

の
一
生
の
中
で
、
決
し
て
そ

れ
が
全
て
人
生
を
決
め
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
そ
の
方
は
感
じ
て
い

て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か

っ
て
い
る
よ
う
に
、
感
じ
た
。

今
現
在
不
登
校
で
あ
っ
て

も
、
ひ
き
こ
も
り
で
も
、
悪

循
環
に
な
ら
な
い
よ
う
す
る

こ
と
が
、
大
事
で
あ
る
。

※
こ
の
他
に
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
市
民
協
働
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

受
益
者
負
担
の
前
に
や
る
べ
き

こ
と
が
あ
る
！！

声
の
議
会
報
の
ご
案
内

内
線
4
0
5

　
　視
覚
障
が
い
者
の
た
め
に
、
声
の
議
会
報

　と
し
て
「
ず
し
市
議
会
だ
よ
り
」の
C
D
を

　用
意
し
て
い
ま
す
。

　
　お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　ご
希
望
の
方
は
、
議
会
事
務
局
へ
。
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一
般
質
問
の
要
旨

わ
く
わ
く
感
で
い
っ
ぱ
い

敷
地
面
積
の
最
低
限
度

そ
の
後
の
検
討
状
況
は

問
　
平
成
25
年
第
３
回
定
例

会
で
、
敷
地
面
積
の
最
低
限

度
の
新
た
な
制
度
に
つ
い
て

「
制
度
の
指
定
に
あ
た
っ
て

は
市
民
の
理
解
と
合
意
を
前

提
と
し
て
、
敷
地
面
積
の
最

低
限
度
の
見
直
し
と
あ
わ
せ

て
市
全
域
で
は
な
く
、
地
区

別
の
指
定
も
含
め
た
案
も
検

討
す
べ
き
」
旨
の
決
議
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
た
が
、
そ

の
後
、
新
た
な
動
き
は
全
く

見
え
な
い
。
ど
の
よ
う
な
検

討
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

市
長
　
市
民
の
合
意
形
成
は

難
し
く
、
人
口
減
少
、
高
齢

化
、
空
き
家
問
題
や
多
様
化

す
る
住
ま
い
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
を
改
め
て
検
討
し
、
総
合

計
画
の
住
環
境
形
成
計
画
の

策
定
を
進
め
る
中
で
明
確
に

し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
高
齢

者
割
引
で
健
康
促
進
！

問
　
本
市
の
高
齢
化
率
は
現

在
31
％
、
２
０
４
０
年
に
は

38
％
を
超
え
る
。
健
康
寿
命

を
延
ば
す
た
め
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
の
拡

大
に
あ
わ
せ
、
公
共
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
減
免
、
無
料
デ
ー

な
ど
、
行
う
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
　
子
ア
リ
ー
ナ
の
使

用
料
に
つ
い
て
見
直
し
を
進

め
て
き
た
状
況
か
ら
、
高
齢

者
に
特
化
し
た
減
免
等
の
実

施
は
難
し
い
。
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
な
ど
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
無
料
開
放
を
実
施

し
て
い
る
が
、
今
後
、
例
え

ば
敬
老
の
日
に
無
料
に
す
る

な
ど
、
指
定
管
理
者
と
相

談
、
検
討
を
し
て
い
く
。

学
校
教
育
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
を
！

問
　
市
内
小
学
校
１
校
の
特

別
支
援
学
級
と
中
学
校
３
校

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

し
て
い
る
が
、
更
に
活
用
の

場
を
広
げ
、
各
小
中
学
校
に

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
し
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
を
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
平
成
27
年
度
末
に

試
験
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
導
入
し
た
。
自
動
添
削
な

ど
様
々
な
ア
プ
リ
の
活
用
に

よ
り
、
教
育
効
果
は
上
が
っ

て
い
る
。
今
後
、
Wi

-
Fi

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の

小
学
校
４
校
の
特
別
支
援
学

級
に
導
入
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
市
営
駐
輪

場
、
池
子
の
森
自
然
公
園
、

在
宅
医
療
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
充
実
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ
　髙
野
　毅
　議
員

いつまでも健康で元気に！

の

平成29年 3月１日　　平成29年 3月１日　　第１３６号

氏　　　　名 会　　派　　名

総合的病院に関するすべての事項の審査を
行います。

議会の広報紙「ずし市議会だより」を編集し、
発行します。

氏　　　　名 会　　派　　名

定例会等の日程、議会の運営、議会会議規則・
委員会条例等及び議長から諮問された事項に
関する協議、議案・陳情等の審査を行います。

氏　　　　名 会　　派　　名

池子接収地返還及び池子米軍家族住宅に関す
る調査、議案・陳情等の審査を行います。

氏　　　　名 会　　派　　名

　◎眞下　政次
　○橋爪　明子
　　毛呂　武史
　　加藤　秀子
   　横山　美奈
　　田幡　智子
   　匂坂　祐二
　　髙野　　毅
　　菊池　俊一

　自民党
　日本共産党
　展望逗子
　維新クラブ
　あしたの逗子
　公明党
　市政クラブ
　市政クラブ
　自民党

　◎田幡　智子
　○横山　美奈
　　根本　祥子
　　岩室　年治
　　髙谷　清彦
　　匂坂　祐二
　　八木野太郎
　　桐ケ谷一孝

　公明党
　あしたの逗子
　展望逗子
　日本共産党
　維新クラブ
　市政クラブ
　自民党
　自民党

　◎匂坂　祐二
　○八木野太郎
　　根本　祥子
　　橋爪　明子
　　加藤　秀子
　　松本　　寛
　　田幡　智子
　　髙野　　毅
　　丸山　治章

　市政クラブ
　自民党
　展望逗子
　日本共産党
　維新クラブ
　あしたの逗子
　公明党
　市政クラブ
　自民党

　◎丸山　治章
　○根本　祥子
　　岩室　年治
　　髙谷　清彦
　　松本　　寛
　　田中英一郎
　　長島　有里
　　八木野太郎
　　桐ケ谷一孝

　自民党
　展望逗子
　日本共産党
　維新クラブ
　あしたの逗子
　公明党
　市政クラブ
　自民党
　自民党

氏　　　　名 会　　派　　名

福祉部及び教育委員会の事務に関する調査、
議案・陳情等の審査を行います。

氏　　　　名 会　　派　　名
　◎髙野　　毅
　○桐ケ谷一孝
　　根本　祥子
　　橋爪　明子
　　加藤　秀子
　　横山　美奈
　　田中 英一郎
　　匂坂　祐二
　　丸山　治章

　市政クラブ
　自民党
　展望逗子
　日本共産党
　維新クラブ
　あしたの逗子
　公明党
　市政クラブ
　自民党

　◎岩室　年治
　○髙谷　清彦
　　毛呂　武史
　　松本　　寛
　　田幡　智子
　　長島　有里
　　眞下　政次
　　八木野太郎

　日本共産党
　維新クラブ
　展望逗子
　あしたの逗子
　公明党
　市政クラブ
　自民党
　自民党

秘書広報課、経営企画部、総務部、市民協働部、
環境都市部、消防本部、選挙管理委員会、監査
委員及び他の委員会に属さない所管の事務に
関する調査、議案・陳情等の審査を行います。

委
員
の
変
更
及
び
特
別
委
員
会
の
設
置

凡例

総合的病院に関する特別委員会 　
12
月
２
日
の
本
会
議
で
基
地
対
策
特
別
委
員
会
委
員
の
辞
任
・
選

任
を
行
い
、
続
い
て
、
総
合
的
病
院
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
委
員
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。
別
途
、
同
特
別
委
員
会
の
正
副

委
員
長
を
互
選
に
よ
り
選
出
し
ま
し
た
。

※

各
特
別
委
員
会
及
び
各
委
員
会
の
委
員
構
成
は
次
の
と
お
り

　
で
す
。（
各
委
員
会
の
委
員
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

は
、
ほ
か
に
も
多
々
あ
る
。

し
っ
か
り
メ
ス
を
い
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
業
務
改
善
の
プ
ロ
セ

ス
の
取
り
組
み
を
始
め
、
職

員
に
は
効
率
的
な
業
務
を
行

う
よ
う
指
導
徹
底
し
て
い

る
。
ス
リ
ム
な
組
織
で
効
果

を
最
大
限
に
活
か
せ
る
よ
う

に
、
今
後
も
進
め
て
い
く
。

ニ
ー
ト
問
題
は
不
登
校

と
密
接
不
可
分 

問
　
不
登
校
に
陥
っ
て
、
辛

い
思
い
を
し
て
い
る
子
に
自

展
望
逗
子
　毛
呂
　武
史
　議
員

行
政
も
身
を
削
れ
！

問
　
受
益
者
負
担
の
名
の
下

に
、
高
齢
者
の
年
金
を
巻
き

上
げ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た

り
、
善
意
の
福
祉
団
体
に
負

担
を
強
い
た
り
、
そ
れ
を
行

革
と
い
う
な
ら
、
私
は
そ
ん

な
行
革
認
め
な
い
。
ま
ず
、

行
政
自
ら
が
身
を
削
る
の
が

先
。

市
長
　
現
業
職
員
は
退
職
者

不
補
充
で
減
ら
し
て
委
託
化

へ
進
ん
で
い
る
。
一
般
職
の

業
務
は
、
社
会
の
多
様
化
や

複
雑
化
、
様
々
な
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
委
託
化
と

業
務
の
効
率
化
を
今
後
も
図

っ
て
い
く
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

取
捨
選
択
を
！
　

問
　
決
算
で
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
事
例
と
し
て
披
露
山
の
サ

ル
の
こ
と
を
指
摘
し
た
。
人

口
約
６
万
人
の
ま
ち
一
市
で

果
た
し
て
や
る
サ
ー
ビ
ス
な

の
か
ど
う
か
。
疑
問
な
も
の

己
有
用
感
や
自
己
肯
定
感
を

持
っ
て
ほ
し
い
。
こ
の
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、

そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
持
た

せ
、
ど
の
よ
う
に
助
け
て
あ

げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

伺
い
た
い
。

教
育
長
　
ひ
き
こ
も
り
に
な

っ
て
今
社
会
人
に
な
っ
て
い

る
方
と
話
を
す
る
機
会
が
あ

っ
た
が
、
学
生
時
代
や
あ
る

年
代
で
社
会
に
接
点
が
な
か

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
人
間

の
一
生
の
中
で
、
決
し
て
そ

れ
が
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今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました

　平成16年３月に、横須賀市の湘南国際村から葉山町長柄地区への

県道　子葉山横須賀線（三浦半島中央道）の一部が開通して、はや12

年余りが経過した。同道路の開通が、国道134号線の交通緩和に大変

寄与していることを高く評価している。

　しかし、その反面、開通当初から懸念されたとおり、　葉新道の通

行が有料という状況のままでは同道路の利用者の多くが一般道をう

回するため、市内の渋滞を引き起こす一因になっているとも推察さ

れる。

　また、東京2020オリンピック競技大会を控えセーリング競技会場

が江の島となったことからも、今後ますます交通量が増加すること

が予想される。

　よって　子市議会は神奈川県及び神奈川県道路公社に対し、　葉

新道建設費は既に償却完了して久しく、利用者への還元ということ

からも、　葉新道の県道化を図り、通行料を早期に無料化とするよう

要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成28年12月16日　　　　　　　　　　 　　 子　市　議　会

逗葉新道通行料金の無料化を求める意見書

　労働者の４割が非正規雇用、４人に１人が年収200万円以下の

ワーキング・プアとなり、平均賃金は2000年に比べ15％も目減り

している。世界にも例のない賃金の下落が、消費低迷、生産縮小、雇

用破壊と貧困の拡大を招いており、政府が賃上げによる経済の好循

環を目指すことは理論的には正しい。

　2016年の地域別最低賃金は、最高の東京で時給932円、神奈川県

では930円、最も低い地方では714円に過ぎず、フルタイムで働い

ても年収120万から150万円しか得られないのでは、人間らしいま

ともな暮らしはできない。また地域間格差も大きく、同じ仕事をして

いても、例えば、神奈川県と静岡県では123円、山梨県では171円も

時給の格差があるため、若い労働者の都市部への流出を招いてし

まっている。

　安倍首相は、最低賃金を毎年３％程度引き上げて、加重平均で

1,000円を目指すと述べ、ＧＤＰにふさわしい最低賃金にするとし

て、現在の最低賃金の水準の低さを認め、引上げを進めることを述

べた。しかし、2010年に行われた雇用戦略対話では、できる限り早

期に全国最低800円を確保し、景気状況に配慮しつつ、2020年まで

に全国平均1,000円を目指すとした政労使による三者合意が成立し

ている。毎年３％程度では、雇用戦略対話での合意を先延ばしし、格

差と貧困の解消を遅らせるだけである。

　世界各国の制度と比較すると、日本の最低賃金は低水準と地域格

差が特異点であり、先進諸国のグローバル・スタンダードに近づける

ためには、最低賃金の地域間格差の是正、全国一律への改正と金額

の大幅な引上げが必要である。最低賃金1,000円以上は、中小企業

には支払が困難との意見もあるが、欧州の先進諸国の最低賃金は、

購買力平価換算で時間額1,000円以上、月額約20万円以上が普通で

あり、そうした高い水準の最低賃金が労働者の生活と労働力の質、消

費購買力を確保しつつ、地域経済と中小企業を支える経済を成り立

たせている。その実現を保障するために、政府が率先して大規模な

中小企業支援策を講じて最低賃金引上げを支えている。日本でも、

公正取引ルールの確立を進め、中小企業への支援策を拡充しなが

ら、最低賃金を引き上げる必要がある。生活できる水準の最低賃金

を確立し、それを基軸として生活保護基準、年金、農民の自家労賃、

下請け単価、家内工賃、税金の課税最低限度等を整備すれば、誰もが

安心して暮らせ、不況に強い社会をつくることができる。

　よって　子市議会は国に対して、次の項目の早期実現を要望する。

１　ワーキング・プアをなくすため、最低賃金をすぐに1,000円以上

に引き上げること。

２　全国一律最低賃金制度の確立等、地域間格差を縮小させるため

の施策を進めること。

３　中小企業への支援策を拡充すること。中小企業負担を軽減する

ための直接支援として、中小企業とそこで働く労働者の社会保険

料負担や税の減免制度を実現すること。

４　中小企業に対する代金の買いたたきや支払遅延等をなくすため、

中小企業憲章を踏まえて、中小企業基本法、下請代金支払遅延等

防止法・下請中小企業振興法、独占禁止法を改正すること。

５　雇用の創出と安定に資する政策を実施すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成28年12月16日　　　　　　　　　　 　　子　市　議　会

中学校給食導入促進事業補助金の創設を求める意見書

　全員喫食による中学校完全給食の普及促進を図るためには、市町村
にとって調理施設や配膳室等の整備に対する初期投資に関わる財政
負担が大きな課題となっている。
　よって　子市議会は神奈川県に対し、今後の食育推進計画の取り組
みや中学校給食の施設整備を進めるに当たり、県が積極的な役割を
果たし、市町村に対する財政支援としての補助制度を早期に創設され
るよう強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　平成28年12月16日　　　　　　　　　　　 　　子　市　議　会

地域からの経済好循環の実現に向け最低賃金の
改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書

今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました

　政府は、日本が世界に誇る社会保障の充実・安定化とそのための安定
財源の確保、及び財政健全化の同時達成を目指し、社会保障と税の一体
改革を進めてきた。しかしながら今般、世界経済が直面するリスクを関
係諸国が一体となって回避するために、医療や介護などを支える消費税
率の10％への引上げが、2019年10月まで再延期されることになった。
　他方で、2012年には約1,500万人だった75歳以上の高齢者数は、
2015年には約1,700万人、そして2025年には約2,200万人と推計
されており、このように急激に進行する高齢化への対策は確実に進め
ることが必要である。また、日本は、本格的な人口減少の時代に突入
し、2015年の人口減少幅が約27万人と過去最大となった。まさに、高
齢化対策も少子化対策も待ったなしである。
　更に、これらの施策を支える安定財源を確保するための日本経済の
底上げも正念場であり、ＧＤＰと雇用の約７割を占める地域経済圏の活
性化が求められている。今こそ、地域資源や地域の特色に着目した、農
林水産業の６次産業化や、魅力ある観光産業の開発など、産学金官の
連携による地域産業の創造と、地方への移住促進や小さな拠点、生涯
活躍のまちづくりなど、将来にわたって活気ある地域づくりを本格的
に推進すべき時であると考える。
　よって　子市議会は政府に対し、全ての国民が等しく住み慣れた地
域で安心して暮らし続けられるように、安心な社会保障と強い地域経
済を構築するための地方財政措置を適切に講じられることを強く求
め、次の事項について要望する。
１　消費税率の引上げ延期による地方における社会保障の充実施策
の実施に、支障が生じることのないよう、所要の財源を確保するこ
と。特に、要望の強い保育の受皿整備に係る財源については、地方負
担分も含めて国の責任において適切に財源措置を講じること。
２　人材確保が喫緊の課題になっている保育士・介護職員などの処遇
改善など一億総活躍プラン関連施策の実施についても、地方負担分
も含めて国の責任において適切に財源措置を講じること。
３　人口減少社会への対応という中長期的な課題に取り組む地方自治
体をサポートし、地域の実情に応じて自主性・主体性を発揮し、地方
創生を推進することが出来るよう、地方創生推進交付金について、
安定的かつ継続的に所要の財源を確保すること。
４　地方自治体が提供する社会保障の充実策をはじめ、福祉、学校教育、
消防、道路や河川等の社会基盤の整備など、国民生活に密接に関連
する多くの行政サービスを確実に実施するためには、地方一般財源
の確保が不可欠であり、特に地方交付税総額については確実に確保
すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成28年12月16日　　　　　　　　　　　 　　 子　市　議　会

　全国では高校教育の約３割、幼児教育、大学教育においては約８
割を私学教育が担っており、私立学校は公教育の場として大きな役
割を果たしている。
　私立高校と公立高校の学費差については、平成22年度から実施
され、平成26年度に加算支給額及び対象世帯が拡大された高等学
校等就学支援制度と、平成26年度から実施された高校生等奨学給
付金により一定程度是正された。
　しかし私立高校の保護者の学費負担は、就学支援金分を差し引い
ても高額な負担が残る。また、各都道府県の授業料減免制度の差に
より、居住する場所によって学費負担に大きな格差が存在し、この
格差をなくすためには国の就学支援金制度の拡充が必要となる。
　未来を担う子供たちのために教育予算を増額し、私立学校に通
う生徒、保護者の学費負担を軽減し、私学教育本来のよさを一層発
揮させる教育条件の維持・向上を図るためには、就学支援金制度及
び私立学校への経常費助成補助の拡充が強く求められる。
　よって、　子市議会は国に対して、公私の学費格差を更に改善し、
全ての子供たちに学ぶ権利を保障するため、私学助成を一層増額
することを強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成28年12月16日　　　　　　　　　 　　　子　市　議　会

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書

安心な社会保障と強い地域経済を構築するための
地方財政措置を求める意見書

　神奈川県の私立学校は、各校が建学の精神に基づき、豊かな教育
をつくり、神奈川県の教育を支える担い手としての役割を果たし続
けてきた。
　しかし、神奈川県の私立学校への生徒１人当たり経常費補助は、
全国でも最下位水準とされ、そのため入学金を除く平均学費は関東
で最も高く、全国的にも極めて高い学費となっている。
　また、大地震への対応が、各私立学校にとって大きな課題である
が、神奈川県では施設設備についての助成がなく、全て保護者の負
担となっており、高学費の要因の一つとなっている。
　家庭への学費補助は、年収250万円未満世帯については、県内私
立高等学校の平均授業料相当額まで補助されているが、生活保護
世帯の場合、補助金があっても、年間約25万円の自己負担が必要で
あり、私立学校を希望する生徒、保護者にとって重い学費負担と
なっている。また、学費負担が可能な家庭でも、不測の事態が発生し
て家計が急変すれば、たちまち授業料の納入に支障を来す状況で
ある。
　埼玉県ではこのような問題に対応するため、学費補助の対象に
施設整備費を含めることとし、年収500万円未満世帯では、授業料
と施設費を合わせた学費の無償化が実現し、東京都でも補助対象
が施設費を含めた学費に拡大された。
　一方、神奈川県では、公立中学校卒業生の全日制高校進学率は前
年より改善しているとはいえ、私立高等学校の選択率は高学費の原
因により、高いとはいえない水準が続いている。
　全ての子供たちの学ぶ権利を保障するためには、私学助成の抜
本的な改善によって私学経営の安定を図り、保護者の学費負担を軽
減することが急務であると考える。
　よって、　子市議会は神奈川県に対して、平成29年度予算におい
て私学助成を拡充することを強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成28年12月16日　　　　　　　　　　　　子　市　議　会

ホームドアの設置と内方線付き点状ブロックの整
備促進を求める意見書

　平成28年８月、東京メトロ銀座線青山一丁目駅で、盲導犬を連れ

ていた視覚障がい者の男性がホームから転落し死亡するという大変

痛ましい事故があった。またその対策に動き出していた矢先、10月

には、近鉄大阪線河内国分駅で、全盲の男性がホームから転落し特

急電車にはねられ亡くなるという事案が発生した。

　現在、１日に10万人以上の乗降客がある全国251駅のうちホーム

ドアが設置されている駅は77駅にとどまっている。また平成28年３

月末現在、全国約9,500駅のうちホームドアの整備が完了している

のは665駅である。駅の安全対策の観点からも列車との接触や転落

防止に効果が高いホームドアや転落防止柵の設置は急務である。

　また、ホームドア等が設置されるまでの対策として、視覚障がい者

がホームの内側を判別できる内方線付き点状ブロックの整備も重要

である。

　現在、１日の利用者が１万人以上の駅での整備率は63％である

が、ぜひ全駅において整備を進めるべきである。

　よって　子市議会は政府に対し、視覚障がい者をはじめ駅利用者

が安心して駅ホームを利用できるよう、ハード、ソフト両面における

総合的な転落事故防止対策の検討を急ぐとともに、駅ホームの更な

る安全性向上に向け、次の事項について取り組むことを強く求める。

１　ホームドアの設置に当たっては、全ての鉄道駅ホームの危険か所

の実態調査を速やかに行うこと。とりわけ、転落の危険性が高い駅

については、現在計画中の駅と併せて、速やかな設置を実現する

こと。

２　内方線付き点状ブロックの整備については、全駅での整備を促進

すること。

３　ソフト面の対応として、希望者への駅係員のアテンドや、一般旅

客に対する誘導案内、更には視覚障がい者への積極的な声かけ等

事故を未然に防ぐ対策を強化すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成28年12月16日　　　　　　　　　　 　　子　市　議　会

国に私学助成の拡充を求める意見書

平成29年 3月１日　　第１３６号平成29年 3月１日　　第１３６号
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寄与していることを高く評価している。
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している。世界にも例のない賃金の下落が、消費低迷、生産縮小、雇

用破壊と貧困の拡大を招いており、政府が賃上げによる経済の好循

環を目指すことは理論的には正しい。

　2016年の地域別最低賃金は、最高の東京で時給932円、神奈川県

では930円、最も低い地方では714円に過ぎず、フルタイムで働い

ても年収120万から150万円しか得られないのでは、人間らしいま

ともな暮らしはできない。また地域間格差も大きく、同じ仕事をして

いても、例えば、神奈川県と静岡県では123円、山梨県では171円も

時給の格差があるため、若い労働者の都市部への流出を招いてし

まっている。

　安倍首相は、最低賃金を毎年３％程度引き上げて、加重平均で

1,000円を目指すと述べ、ＧＤＰにふさわしい最低賃金にするとし

て、現在の最低賃金の水準の低さを認め、引上げを進めることを述

べた。しかし、2010年に行われた雇用戦略対話では、できる限り早

期に全国最低800円を確保し、景気状況に配慮しつつ、2020年まで

に全国平均1,000円を目指すとした政労使による三者合意が成立し

ている。毎年３％程度では、雇用戦略対話での合意を先延ばしし、格

差と貧困の解消を遅らせるだけである。

　世界各国の制度と比較すると、日本の最低賃金は低水準と地域格

差が特異点であり、先進諸国のグローバル・スタンダードに近づける

ためには、最低賃金の地域間格差の是正、全国一律への改正と金額

の大幅な引上げが必要である。最低賃金1,000円以上は、中小企業

には支払が困難との意見もあるが、欧州の先進諸国の最低賃金は、

購買力平価換算で時間額1,000円以上、月額約20万円以上が普通で

あり、そうした高い水準の最低賃金が労働者の生活と労働力の質、消

費購買力を確保しつつ、地域経済と中小企業を支える経済を成り立

たせている。その実現を保障するために、政府が率先して大規模な

中小企業支援策を講じて最低賃金引上げを支えている。日本でも、

公正取引ルールの確立を進め、中小企業への支援策を拡充しなが

ら、最低賃金を引き上げる必要がある。生活できる水準の最低賃金

を確立し、それを基軸として生活保護基準、年金、農民の自家労賃、

下請け単価、家内工賃、税金の課税最低限度等を整備すれば、誰もが

安心して暮らせ、不況に強い社会をつくることができる。

　よって　子市議会は国に対して、次の項目の早期実現を要望する。

１　ワーキング・プアをなくすため、最低賃金をすぐに1,000円以上

に引き上げること。

２　全国一律最低賃金制度の確立等、地域間格差を縮小させるため

の施策を進めること。

３　中小企業への支援策を拡充すること。中小企業負担を軽減する

ための直接支援として、中小企業とそこで働く労働者の社会保険

料負担や税の減免制度を実現すること。

４　中小企業に対する代金の買いたたきや支払遅延等をなくすため、

中小企業憲章を踏まえて、中小企業基本法、下請代金支払遅延等

防止法・下請中小企業振興法、独占禁止法を改正すること。

５　雇用の創出と安定に資する政策を実施すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成28年12月16日　　　　　　　　　　 　　子　市　議　会

中学校給食導入促進事業補助金の創設を求める意見書

　全員喫食による中学校完全給食の普及促進を図るためには、市町村
にとって調理施設や配膳室等の整備に対する初期投資に関わる財政
負担が大きな課題となっている。
　よって　子市議会は神奈川県に対し、今後の食育推進計画の取り組
みや中学校給食の施設整備を進めるに当たり、県が積極的な役割を
果たし、市町村に対する財政支援としての補助制度を早期に創設され
るよう強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　平成28年12月16日　　　　　　　　　　　 　　子　市　議　会

地域からの経済好循環の実現に向け最低賃金の
改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書

今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました

　政府は、日本が世界に誇る社会保障の充実・安定化とそのための安定
財源の確保、及び財政健全化の同時達成を目指し、社会保障と税の一体
改革を進めてきた。しかしながら今般、世界経済が直面するリスクを関
係諸国が一体となって回避するために、医療や介護などを支える消費税
率の10％への引上げが、2019年10月まで再延期されることになった。
　他方で、2012年には約1,500万人だった75歳以上の高齢者数は、
2015年には約1,700万人、そして2025年には約2,200万人と推計
されており、このように急激に進行する高齢化への対策は確実に進め
ることが必要である。また、日本は、本格的な人口減少の時代に突入
し、2015年の人口減少幅が約27万人と過去最大となった。まさに、高
齢化対策も少子化対策も待ったなしである。
　更に、これらの施策を支える安定財源を確保するための日本経済の
底上げも正念場であり、ＧＤＰと雇用の約７割を占める地域経済圏の活
性化が求められている。今こそ、地域資源や地域の特色に着目した、農
林水産業の６次産業化や、魅力ある観光産業の開発など、産学金官の
連携による地域産業の創造と、地方への移住促進や小さな拠点、生涯
活躍のまちづくりなど、将来にわたって活気ある地域づくりを本格的
に推進すべき時であると考える。
　よって　子市議会は政府に対し、全ての国民が等しく住み慣れた地
域で安心して暮らし続けられるように、安心な社会保障と強い地域経
済を構築するための地方財政措置を適切に講じられることを強く求
め、次の事項について要望する。
１　消費税率の引上げ延期による地方における社会保障の充実施策
の実施に、支障が生じることのないよう、所要の財源を確保するこ
と。特に、要望の強い保育の受皿整備に係る財源については、地方負
担分も含めて国の責任において適切に財源措置を講じること。
２　人材確保が喫緊の課題になっている保育士・介護職員などの処遇
改善など一億総活躍プラン関連施策の実施についても、地方負担分
も含めて国の責任において適切に財源措置を講じること。
３　人口減少社会への対応という中長期的な課題に取り組む地方自治
体をサポートし、地域の実情に応じて自主性・主体性を発揮し、地方
創生を推進することが出来るよう、地方創生推進交付金について、
安定的かつ継続的に所要の財源を確保すること。
４　地方自治体が提供する社会保障の充実策をはじめ、福祉、学校教育、
消防、道路や河川等の社会基盤の整備など、国民生活に密接に関連
する多くの行政サービスを確実に実施するためには、地方一般財源
の確保が不可欠であり、特に地方交付税総額については確実に確保
すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成28年12月16日　　　　　　　　　　　 　　 子　市　議　会

　全国では高校教育の約３割、幼児教育、大学教育においては約８
割を私学教育が担っており、私立学校は公教育の場として大きな役
割を果たしている。
　私立高校と公立高校の学費差については、平成22年度から実施
され、平成26年度に加算支給額及び対象世帯が拡大された高等学
校等就学支援制度と、平成26年度から実施された高校生等奨学給
付金により一定程度是正された。
　しかし私立高校の保護者の学費負担は、就学支援金分を差し引い
ても高額な負担が残る。また、各都道府県の授業料減免制度の差に
より、居住する場所によって学費負担に大きな格差が存在し、この
格差をなくすためには国の就学支援金制度の拡充が必要となる。
　未来を担う子供たちのために教育予算を増額し、私立学校に通
う生徒、保護者の学費負担を軽減し、私学教育本来のよさを一層発
揮させる教育条件の維持・向上を図るためには、就学支援金制度及
び私立学校への経常費助成補助の拡充が強く求められる。
　よって、　子市議会は国に対して、公私の学費格差を更に改善し、
全ての子供たちに学ぶ権利を保障するため、私学助成を一層増額
することを強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成28年12月16日　　　　　　　　　 　　　子　市　議　会

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書

安心な社会保障と強い地域経済を構築するための
地方財政措置を求める意見書

　神奈川県の私立学校は、各校が建学の精神に基づき、豊かな教育
をつくり、神奈川県の教育を支える担い手としての役割を果たし続
けてきた。
　しかし、神奈川県の私立学校への生徒１人当たり経常費補助は、
全国でも最下位水準とされ、そのため入学金を除く平均学費は関東
で最も高く、全国的にも極めて高い学費となっている。
　また、大地震への対応が、各私立学校にとって大きな課題である
が、神奈川県では施設設備についての助成がなく、全て保護者の負
担となっており、高学費の要因の一つとなっている。
　家庭への学費補助は、年収250万円未満世帯については、県内私
立高等学校の平均授業料相当額まで補助されているが、生活保護
世帯の場合、補助金があっても、年間約25万円の自己負担が必要で
あり、私立学校を希望する生徒、保護者にとって重い学費負担と
なっている。また、学費負担が可能な家庭でも、不測の事態が発生し
て家計が急変すれば、たちまち授業料の納入に支障を来す状況で
ある。
　埼玉県ではこのような問題に対応するため、学費補助の対象に
施設整備費を含めることとし、年収500万円未満世帯では、授業料
と施設費を合わせた学費の無償化が実現し、東京都でも補助対象
が施設費を含めた学費に拡大された。
　一方、神奈川県では、公立中学校卒業生の全日制高校進学率は前
年より改善しているとはいえ、私立高等学校の選択率は高学費の原
因により、高いとはいえない水準が続いている。
　全ての子供たちの学ぶ権利を保障するためには、私学助成の抜
本的な改善によって私学経営の安定を図り、保護者の学費負担を軽
減することが急務であると考える。
　よって、　子市議会は神奈川県に対して、平成29年度予算におい
て私学助成を拡充することを強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成28年12月16日　　　　　　　　　　　　子　市　議　会

ホームドアの設置と内方線付き点状ブロックの整
備促進を求める意見書

　平成28年８月、東京メトロ銀座線青山一丁目駅で、盲導犬を連れ

ていた視覚障がい者の男性がホームから転落し死亡するという大変

痛ましい事故があった。またその対策に動き出していた矢先、10月

には、近鉄大阪線河内国分駅で、全盲の男性がホームから転落し特

急電車にはねられ亡くなるという事案が発生した。

　現在、１日に10万人以上の乗降客がある全国251駅のうちホーム

ドアが設置されている駅は77駅にとどまっている。また平成28年３

月末現在、全国約9,500駅のうちホームドアの整備が完了している

のは665駅である。駅の安全対策の観点からも列車との接触や転落

防止に効果が高いホームドアや転落防止柵の設置は急務である。

　また、ホームドア等が設置されるまでの対策として、視覚障がい者

がホームの内側を判別できる内方線付き点状ブロックの整備も重要

である。

　現在、１日の利用者が１万人以上の駅での整備率は63％である

が、ぜひ全駅において整備を進めるべきである。

　よって　子市議会は政府に対し、視覚障がい者をはじめ駅利用者

が安心して駅ホームを利用できるよう、ハード、ソフト両面における

総合的な転落事故防止対策の検討を急ぐとともに、駅ホームの更な

る安全性向上に向け、次の事項について取り組むことを強く求める。

１　ホームドアの設置に当たっては、全ての鉄道駅ホームの危険か所

の実態調査を速やかに行うこと。とりわけ、転落の危険性が高い駅

については、現在計画中の駅と併せて、速やかな設置を実現する

こと。

２　内方線付き点状ブロックの整備については、全駅での整備を促進

すること。

３　ソフト面の対応として、希望者への駅係員のアテンドや、一般旅

客に対する誘導案内、更には視覚障がい者への積極的な声かけ等

事故を未然に防ぐ対策を強化すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成28年12月16日　　　　　　　　　　 　　子　市　議　会

国に私学助成の拡充を求める意見書
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　厚生労働省は平成23年６月17日付けで発出した
「看護師等の『雇用の質』の向上のための取組につい
て」（５局長通知）や、医師、看護職員、薬剤師などの医
療スタッフが健康で安心して働ける環境を整備する
ため、平成25年２月８日付けで発出した「医療分野の
『雇用の質』の向上のための取組について」（６局長通
知）において、医療従事者の勤務環境の改善のための
取り組みを促進してきた。また、平成26年に施行され
た改正医療法の医療勤務環境改善に関する規定で
は、勤務環境改善に向けた各医療機関の取り組みを
支援するよう都道府県に求めている。
　しかし、国民の命と暮らしを守る医療・介護現場は
深刻な人手不足となっている。そのため、労働実態は
依然として厳しくなっており、安全・安心の医療・介護
を実現するためにも医師・看護師・介護職員の増員や
夜勤改善を含む労働環境の改善は喫緊の課題となっ
ている。
医療機能の再編を前提とした医療提供体制の改善

ではなく、必要な病床機能は確保したうえで、労働者
の勤務環境を改善していくことによる医療提供体制
の改善が求められている。看護師の具体的な勤務環
境の改善を可能にする増員計画を作成し、そのため
の看護師確保策を講じていく必要がある。
　よって、　子市議会は国に対して、安全・安心の医
療・介護を実現するためにも、医師・看護師、介護職員
の大幅増員・夜勤改善を図る対策を講じられるよう、
次のとおり要望する。
　１　医師・看護師・医療技術職・介護職などの夜勤
　　交替制労働における労働環境を改善すること。
　　（１）　１日８時間以内を基本に、労働時間の上
　　　限規制や勤務間のインターバル確保、夜勤回
　　　数の制限など、労働環境改善のための規制を
　　　設けること。
　　（２）　夜勤交替制労働者の労働時間を短縮する
　　　こと。
　　（３）　介護施設などにおける１人夜勤を早期に
　　　解消すること。
　２　安全・安心の医療・介護を実現するため、医師・
　　看護師・医療技術職・介護職を増員すること。
　３　患者・利用者の負担軽減を図ること。
　４　費用削減を目的とした病床削減は行わず、地
　　域医療に必要な病床機能を確保すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提
　出する。

　平成28年12月16日　　　 子　市　議　会

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤
交替制労働の改善を求める意見書

結
論
が
出
な
か
っ
た
陳
情

陳
情
の
取
下
げ

　松本　寛議員は、今定例会の本会議と懲罰委員会において、市長に対し、請
負業者を紹介したことを認めた。この行為は　子市議会議員政治倫理条例第３
条の政治倫理基準にある、特定企業等のために有利な取り計らいをしないこと
及び市職員の公正な職務執行を妨げ、その権限又は地位による影響力を不正に
行使するよう働きかけないことという２点で禁じている口利き行為である。
　更に、松本　寛議員は、市長から特定企業による委託が予算提案されていな
いことを理由にして、神武寺トンネルに関する工事請負契約の議案に反対し、
議決権をもって行政に対し圧力を加えた事実も明らかとなった。
　また、監査委員の地位を行使し、自らの議員活動のために監査委員事務局職
員に調査を指示し、本来業務とは関係ない業務をさせ、工事監査業者リストを
入手した事実も明らかになった。
　今回の行為は、行政の財務や事業について、公正な立場から監査を行なうべ
き監査委員として不適切な行為である。
　よって、　子市議会は、松本　寛議員に対し猛省を求める。また、速やかに
自らの判断で議会推薦の監査委員を辞することを求める。

　以上のとおり決議する。

　平成28年12月16日 　　子　市　議　会

松本　寛議員（議会推薦監査委員）に対し猛省を求める決議

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
が
11
月

15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
３
日
間
、

那
覇
市
、
宜
野
湾
市
、
浦
添
市
の

３
市
を
訪
問
し
、
先
進
事
業
等
の

調
査
・
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
の

で
、
概
要
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　

沖
縄
県
那
覇
市

テ
ー
マ
　
那
覇
市
障
害
者
就
労
支

　
　
　
　
援
セ
ン
タ
ー
事
業
及
び

　
　
　
　
地
域
医
療
支
援
病
院
に

　
　
　
　
つ
い
て
　

事
業
の
概
要
　

　
那
覇
市
は
、「
障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
」
で
、
那
覇

市
障
が
い
者
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー

等
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ジ

ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
登
録
派
遣

型
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
セ
ン
タ

ー
が
行
う
研
修
等
の
後
、
就
労
を

希
望
す
る
障
が
い
者
の
就
労
活
動

や
就
労
し
て
い
る
障
が
い
者
の
職

場
定
着
や
余
暇
活
動
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
支
援
に
よ

り
、
対
象
者
の
安
定
し
た
就
職
に

つ
な
が
り
、
職
場
定
着
率
も
高
ま

っ
て
い
る
。

　
那
覇
市
立
病
院
は
、
地
域
医
療

支
援
病
院
と
し
て
、
地
域
医
療
全

体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
施

設
・
設
備
の
共
同
利
用
及
び
医
療

従
事
者
の
研
修
な
ど
を
実
施
し
、

地
域
医
療
の
充
実
と
他
の
医
療
機

関
と
の
適
切
な
役
割
分
担
と
連
携

を
図
り
、
更
に
地
域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
と
し
て
、
専
門
的
な

が
ん
医
療
の
提
供
と
協
力
体
制
の

整
備
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

沖
縄
県
宜
野
湾
市

テ
ー
マ
　
市
民
健
康
づ
く
り
の
推

　
　
　
　
進
及
び
宜
野
湾
市
シ
ル

　
　
　
　
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

　
　
　
　
に
つ
い
て

事
業
の
概
要

　
宜
野
湾
市
は
、
健
康
寿
命
の
延

伸
、
働
き
盛
り
世
代
の
健
康
増
進

な
ど
を
目
標
と
し
て
、「
健
康
ぎ
の

わ
ん
２
１
」
を
策
定
し
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
作
成
配
布
事
業
、

美（
ち
ゅ
）ら
が
ん
じ
ゅ
う
体
操
普

及
事
業
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
。

美
ら
が
ん
じ
ゅ
う
体
操
は
、
子
供

か
ら
高
齢
者
ま
で
肥
満
解
消
に
有

効
な
筋
肉
運
動
を
取
り
入
れ
た
体

操
を
曲
に
合
わ
せ
て
行
い
、
楽
し

み
な
が
ら
運
動
習
慣
が
身
に
つ
く
。

地
元
大
学
と
連
携
し
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
の
測
定
等
、
効
能
に
つ

い
て
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

は
、
従
前
の
敬
老
祝
金
支
給
事
業

を
廃
止
、
転
換
し
た
も
の
で
、
市

内
の
満
65
歳
以
上
の
方
に
公
共
施

設
利
用
料
の
免
除
・
減
免
等
の
た

め
に
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
を
、

満
75
歳
以
上
の
方
に
は
市
内
の
民

営
施
設
で
利
用
で
き
る
シ
ル
バ
ー

パ
ス
ポ
ー
ト
利
用
割
引
券
を
そ
れ

ぞ
れ
交
付
し
、
健
康
づ
く
り
、
体

力
づ
く
り
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
こ
の
事

業
の
本
来
の
目
的
は
高
齢
者
の
閉

じ
こ
も
り
防
止
や
社
会
参
加
の
促

進
で
あ
る
が
、
割
引
利
用
が
目
的

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状
の

分
析
・
評
価
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

沖
縄
県
浦
添
市

テ
ー
マ
　
市
立
教
育
研
究
所
事
業

　
　
　
　
に
つ
い
て

事
業
の
概
要

　
浦
添
市
は
、
浦
添
市
教
育
情
報

化
推
進
計
画
を
策
定
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
よ
る
授
業
の
展
開
、
児
童

生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
、

校
務
情
報
の
効
率
化
に
よ
り
、
児

童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保

す
る
こ
と
を
重
点
項
目
に
挙
げ
て

い
る
。
浦
添
教
育
研
究
所
で
は
、

こ
の
推
進
計
画
に
基
づ
き
学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
進
め
、
各

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
支
援

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
の
支
援
な
ど

の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
指
導
員
配
置
事
業

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
更
に
今
年

度
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し
い
教
師
の

中
か
ら
学
校
長
が
推
薦
し
、
教
育

研
究
所
が
任
命
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
エ
バ

ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
（
伝
道
者
の
意
）

を
各
学
校
に
配
置
し
、
授
業
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
方
法
な

ど
を
支
援
す
る
こ
と
も
始
め
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

が
授
業
で
更
に
活
用
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
に
慣
れ
て
い
な
い
教
師
へ

の
個
別
サ
ポ
ー
ト
も
出
来
る
な

ど
、導
入
効
果
が
出
て
き
て
い
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

告
報
察
視
政
行

「健康ぎのわん21」について(宜野湾市)

委
員
長髙

野

　
　毅

副
委
員
長

桐
ケ
谷
一
孝

委
員

橋
爪

　明
子

加
藤

　秀
子

横
山

　美
奈

　田
中
英
一
郎

　匂
坂

　祐
二

　丸
山

　治
章

今定例会で可決した意見書・決議を関係機関に送付しました
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▼
介
護
従
事
者
の
勤
務
環
境
改
善

　
及
び
処
遇
改
善
の
実
現
を
求
め

　
る
陳
情

　
こ
の
陳
情
は
、
閉
会
中
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
提
出

者
か
ら
取
下
げ
の
申
し
出
が
あ

り
、
今
定
例
会
で
了
承
さ
れ
ま
し

た
。

　
次
の
陳
情
は
、
今
定
例
会
で
結

論
が
出
な
か
っ
た
た
め
、
閉
会
中

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

▼
　
子
市
山
の
根
三
丁
目
90
番
３
、

　
97
番
周
辺
市
有
地
に
か
か
る
道

　
路
設
置
拡
張
に
関
す
る
陳
情
　

▼
蘆
花
記
念
公
園
内
、
旧
野
外
活

　
動
セ
ン
タ
ー
の
公
平
公
正
な
使

　
用
を
求
め
る
陳
情

▼
小
規
模
な
防
災
倉
庫
の
建
築
確

　
認
申
請
の
不
要
化
等
に
つ
い
て

　
の
陳
情

教
育
民
生
常
任
委
員
会

▼
平
成
29
年
度
に
お
け
る
透
析
治

　
療
へ
の
通
院
困
難
者
に
対
す
る

　
「
通
院
支
援
」
に
つ
い
て
の
陳

　
情

▼
平
成
29
年
度
に
お
け
る
「
慢
性
腎

　
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）及
び
生
活
習
慣

　
病
対
策
」
に
つ
い
て
の
陳
情

▼
介
護
従
事
者
の
勤
務
環
境
改
善

　
及
び
処
遇
改
善
の
実
現
に
つ
い

　
て
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め

　
る
陳
情

●
本
会
議
の
傍
聴

 

・
定
員     

　
一
般
席      

43
人

　
　
　
　
　
車
椅
子
席
　
　
５
人

●
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

　議
会
報
編
集
委
員
会
の
傍
聴

 

・
定
員
　
　
　
　
　
　
　
　
12
人

　（
全
員
協
議
会
室
で
開
催
す
る

　
場
合
は
25
人
）

●
特
別
委
員
会
の
傍
聴

 

・
定
員
　
　
　
　
　
　
　
　
15
人

　（
予
算
特
別
委
員
会
は
12
人
）

●
全
員
協
議
会
の
傍
聴

 

・
定
員
　
　
　
　
　
　
　
　
8
人

●
受
付
時
間

・
午
前
９
時
か
ら
９
時
45
分
ま
で

（
本
会
議
・
各
委
員
会
と
も
同
じ
）

●
傍
聴
の
手
続
き

　
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
方

は
、
本
人
が
本
会
議
、
委
員
会
、

全
員
協
議
会
の
開
か
れ
る
当
日
、

受
付
時
間
内
に
議
会
事
務
局
（
市

役
所
４
階
）
前
の
受
付
票
に
氏
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

午
前
９
時
45
分
の
受
付
終
了
後
に

傍
聴
希
望
者
が
定
員
を
超
え
て
い

た
場
合
は
、
抽
せ
ん
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
線
４
０
５ 内

案
ご
の
聴
傍
会
議

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤
交替制労働の改善を求める意見書

結
論
が
出
な
か
っ
た
陳
情

陳
情
の
取
下
げ

松本　寛議員（議会推薦監査委員）に対し猛省を求める決議

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
が
11
月

15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
３
日
間
、

那
覇
市
、
宜
野
湾
市
、
浦
添
市
の

３
市
を
訪
問
し
、
先
進
事
業
等
の

調
査
・
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
の

で
、
概
要
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　

沖
縄
県
那
覇
市

テ
ー
マ
　
那
覇
市
障
害
者
就
労
支

　
　
　
　
援
セ
ン
タ
ー
事
業
及
び

　
　
　
　
地
域
医
療
支
援
病
院
に

　
　
　
　
つ
い
て
　

事
業
の
概
要
　

　
那
覇
市
は
、「
障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
」
で
、
那
覇

市
障
が
い
者
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー

等
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
ジ

ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
登
録
派
遣

型
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
セ
ン
タ

ー
が
行
う
研
修
等
の
後
、
就
労
を

希
望
す
る
障
が
い
者
の
就
労
活
動

や
就
労
し
て
い
る
障
が
い
者
の
職

場
定
着
や
余
暇
活
動
等
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
支
援
に
よ

り
、
対
象
者
の
安
定
し
た
就
職
に

つ
な
が
り
、
職
場
定
着
率
も
高
ま

っ
て
い
る
。

　
那
覇
市
立
病
院
は
、
地
域
医
療

支
援
病
院
と
し
て
、
地
域
医
療
全

体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
施

設
・
設
備
の
共
同
利
用
及
び
医
療

従
事
者
の
研
修
な
ど
を
実
施
し
、

地
域
医
療
の
充
実
と
他
の
医
療
機

関
と
の
適
切
な
役
割
分
担
と
連
携

を
図
り
、
更
に
地
域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
と
し
て
、
専
門
的
な

が
ん
医
療
の
提
供
と
協
力
体
制
の

整
備
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

沖
縄
県
宜
野
湾
市

テ
ー
マ
　
市
民
健
康
づ
く
り
の
推

　
　
　
　
進
及
び
宜
野
湾
市
シ
ル

　
　
　
　
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

　
　
　
　
に
つ
い
て

事
業
の
概
要

　
宜
野
湾
市
は
、
健
康
寿
命
の
延

伸
、
働
き
盛
り
世
代
の
健
康
増
進

な
ど
を
目
標
と
し
て
、「
健
康
ぎ
の

わ
ん
２
１
」
を
策
定
し
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
マ
ッ
プ
作
成
配
布
事
業
、

美（
ち
ゅ
）ら
が
ん
じ
ゅ
う
体
操
普

及
事
業
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
。

美
ら
が
ん
じ
ゅ
う
体
操
は
、
子
供

か
ら
高
齢
者
ま
で
肥
満
解
消
に
有

効
な
筋
肉
運
動
を
取
り
入
れ
た
体

操
を
曲
に
合
わ
せ
て
行
い
、
楽
し

み
な
が
ら
運
動
習
慣
が
身
に
つ
く
。

地
元
大
学
と
連
携
し
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
の
測
定
等
、
効
能
に
つ

い
て
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

は
、
従
前
の
敬
老
祝
金
支
給
事
業

を
廃
止
、
転
換
し
た
も
の
で
、
市

内
の
満
65
歳
以
上
の
方
に
公
共
施

設
利
用
料
の
免
除
・
減
免
等
の
た

め
に
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
を
、

満
75
歳
以
上
の
方
に
は
市
内
の
民

営
施
設
で
利
用
で
き
る
シ
ル
バ
ー

パ
ス
ポ
ー
ト
利
用
割
引
券
を
そ
れ

ぞ
れ
交
付
し
、
健
康
づ
く
り
、
体

力
づ
く
り
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
こ
の
事

業
の
本
来
の
目
的
は
高
齢
者
の
閉

じ
こ
も
り
防
止
や
社
会
参
加
の
促

進
で
あ
る
が
、
割
引
利
用
が
目
的

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状
の

分
析
・
評
価
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

沖
縄
県
浦
添
市

テ
ー
マ
　
市
立
教
育
研
究
所
事
業

　
　
　
　
に
つ
い
て

事
業
の
概
要

　
浦
添
市
は
、
浦
添
市
教
育
情
報

化
推
進
計
画
を
策
定
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
よ
る
授
業
の
展
開
、
児
童

生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
、

校
務
情
報
の
効
率
化
に
よ
り
、
児

童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保

す
る
こ
と
を
重
点
項
目
に
挙
げ
て

い
る
。
浦
添
教
育
研
究
所
で
は
、

こ
の
推
進
計
画
に
基
づ
き
学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
進
め
、
各

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
支
援

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
の
支
援
な
ど

の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
指
導
員
配
置
事
業

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
更
に
今
年

度
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し
い
教
師
の

中
か
ら
学
校
長
が
推
薦
し
、
教
育

研
究
所
が
任
命
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
エ
バ

ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
（
伝
道
者
の
意
）

を
各
学
校
に
配
置
し
、
授
業
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
方
法
な

ど
を
支
援
す
る
こ
と
も
始
め
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

が
授
業
で
更
に
活
用
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
に
慣
れ
て
い
な
い
教
師
へ

の
個
別
サ
ポ
ー
ト
も
出
来
る
な

ど
、導
入
効
果
が
出
て
き
て
い
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

告
報
察
視
政
行

「健康ぎのわん21」について(宜野湾市)

委
員
長髙

野

　
　毅

副
委
員
長

桐
ケ
谷
一
孝

委
員

橋
爪

　明
子

加
藤

　秀
子

横
山

　美
奈

　田
中
英
一
郎

　匂
坂

　祐
二

　丸
山

　治
章

今定例会で可決した意見書・決議を関係機関に送付しました
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主な項目

第４回定例会の議案等の賛否状況一覧

毛
呂
武
史

根
本
祥
子

横
山
美
奈

松
本

　寛

髙
谷
清
彦

加
藤
秀
子

橋
爪
明
子

岩
室
年
治

　
　

田
中
英
一
郎

田
幡
智
子

髙
野

　毅

匂
坂
祐
二

長
島
有
里

桐
ケ
谷
一
孝

八
木
野
太
郎

丸
山
治
章

　

眞
下
政
次

菊
池
俊
一

市政クラブ公明党自民党
逗子市議団

日本
共産党

維新
クラブ

あしたの
逗子

展 望
逗 子会　　　　派　　　　名

議
決
結
果

付
託
委
員
会

件　　　　　　　名

－

－

総

総

教

可決

教

総

総

総

教

教

教

教

教

総

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

否決

否決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

市長提出議案

※　付託委員会 ：総…総務常任委員会　教…教育民生常任委員会　懲…懲罰特別委員会　－…委員会付託を省略
※　賛否状況： ○…賛成　×…反対　除…除斥(地方自治法第１１７条の規定により、自己に関する議事には参加できない。)
※　菊池議長は、採決に加わらない。　　※　日本共産党 ： 日本共産党逗子市議会議員団の略

総
教

議員提出議案等

専決処分の承認について
［平成28年度逗子市一般会計補正予算（第４号）］

逗子市議会議員及び逗子市長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の一部改正について

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を
求める意見書

地域からの経済好循環の実現に向け最低賃金の改善と中小
企業支援策の拡充を求める意見書

ホームドアの設置と内方線付き点状ブロックの整備促進を
求める意見書

安心な社会保障と強い地域経済を構築するための地方財政
措置を求める意見書

逗子市行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部改正について

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○×○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○××○○×○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

×××××××××××××××××

××××××××××××○××××

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○ 除 ×○○

××××○○○××○○○○○×○○

××××○○○××○○○○○×○○

××××○○○××○○○○○×○○

××××○○○××○○○○○×○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○ 除 ×○○

1

専決処分の承認について［損害賠償の額］

工事請負契約の変更について［沼間5号神武寺トンネル拡幅工事］

逗子市放課後児童クラブの指定管理者の指定について

逗子市職員の退職手当に関する条例の一部改正について

逗子市市税条例の一部改正について

逗子市福祉会館条例の一部改正について

逗子市国民健康保険条例の一部改正について

逗子市教育研究所設置条例の一部改正について

平成28年度逗子市一般会計補正予算（第５号）

平成28年度逗子市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

平成28年度逗子市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成28年度逗子市下水道事業特別会計補正予算（第２号）

逗子市議会委員会条例の一部改正について

議員松本寛君に対する懲罰の件

松本寛議員（議会推薦監査委員）に対し猛省を求める決議

国に私学助成の拡充を求める意見書

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書

中学校給食導入促進事業補助金の創設を求める意見書

逗葉新道通行料金の無料化を求める意見書

調停の申立て等について

陳謝の
懲罰を
科す

－

懲

－

－

－

－

－

－

－

－

－

第４回定例会（ 12月２日～16日）
●

●

●

●

議案の審議結果

一般質問

今定例会で可決した意見書・決議

行政視察報告

４ページ

12ページ

16ページ

17ページ
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6…

14…

池子の森自然公園緑地エリア
（昨年の限定開園開始から一年）


